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新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

地
名
の
由
来
　
　

雨
　
　
堤 

編
集
 

後
記
 

　さて、2003年も残すところあとわずか、新年へのカウ
ントダウンといったところですか！年が変わると、気持
ちも一新したようで、晴々した雰囲気になってきます。 
　私の来年の豊富を、この場をお借りして箇条書きにし
てみます。 
【仕事面】○『広報おかがき』を読みやすくする○写真の
撮り方を工夫する○笑顔は絶やさない※真剣な時はまじ
めになりますよ○風邪を引かない○しくじって迷惑をか
けない○やりっぱなし、出しっぱなしにしない 
【生活面】○朝食は毎日取る○家計簿を付ける○禁煙し
たい○夜遊び・飲み会の回数をちょっと減らす 
来年も力いっぱいやっていきます！ 
それではみなさん、良いお年を！　　　　　　　  (竹森)

　年末年始の忙しい時期となりました。すでに忘年会も
何件か消化し、正月休みが待ち遠しい今日このごろです。 
12月30日から１月3日まで風邪で寝込んで始まったこの
一年。仕事の面では、自分の業務が増えて悪戦苦闘しま
したが、広報を始めとしたやりがいのある仕事の中で、
少しは成長できた一年だったと思います。しかし、自分
の力不足を感じることはたくさんあったので、来年はも
っと本を読んで勉強します！ 
　思い返せば大学生だったころ、時間があったのに本を
読むことがあまりありませんでした。その間に本を読む
力が無くなっている気がします。読もうとしても短時間
できつくなったり眠くなったりします。まずは本を読む
ことに慣れることから始めなくては…。　　　     (村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（11月末） 

人口……31,388人（＋72） 

世帯数…11,259世帯（＋33） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち131人は外国人 

女性……　　16,527人（＋44） 

男性……　　14,861人（＋28） 

 
 
出生…16人　　 死亡…19人 
転入…140人　　転出…65人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　11月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

10月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

10月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 57件 
搬送人員　 55件 

出火件数　３件 
り災件数　０世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

17 19 152147

1 0 22

2 0 139

19 20 199185
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雨
堤
は
、
大
字
野
間
の
小
字
で
、
県

道
原
・
海
老
津
線
の｢

雨
堤｣

バ
ス
停
付

近
の
、
２
２
４
番
地
か
ら
２
６
４
番
地

の
範
囲
で
あ
る
。
野
間
川
沿
い
に
開
け

た
平
坦
地
で
、
近
年
ま
で
全
域
が
水
田

で
あ
っ
た
。 

　
雨
堤
は
、
ア
マ
ツ
ツ
ミ
と
発
音
し
、

雨
包
、
天
堤
、
天
包
、
天
塘
、
尼
堤
、

阿
間
堤
な
ど
の
字
を
当
て
、
北
海
道
と

沖
縄
を
除
く
全
国
に
分
布
す
る
小
地
名

で
あ
る
が
、
非
常
に
数
が
少
な
い
。
福

岡
県
で
21
か
所
を
確
認
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
異
例
で
各
県
に
10
個
程
度
し
か

現
存
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
語
源

に
つ
い
て
は
、
溜
池
説
と
御
籠
も
り
説

が
あ
る
。 

　
溜
池
説
は
、
灌
漑
用
の
堤
が
あ
る
所

(

雨
堤)

と
解
釈
す
る
考
え
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
に
は
納
得
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
ア
マ
ツ
ツ
ミ
と
呼
ば
れ
る
溜

池
が
全
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
複
数
の

溜
池
に
ア
マ
ツ
ツ
ミ
と
い
う
地
名
を
付

け
て
も
、
ど
こ
の
誰
に
も
場
所
が
特
定

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
愚
か
な

こ
と
を
す
る
は
ず
が
な
い
。
溜
池
に
は
、

既
存
の
地
名
を
冠
し
て
門
田
池
、
ゼ
ゼ

町
溜
池
な
ど
と
呼
称
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
野
間
地
区
で
は
、
寛
文
２
年

(

１
６
６
２)

か
ら
文
化
６
年(

１
８
０
９)

ま
で
に
８
か
所
の
溜
池

を
官
費
で
築
造
し
て
い

る
が
、
全
て
に
既
存
地

名
を
付
け
て
い
る
。 

　
御
籠
も
り
説
は
、
地

名
学
の
権
威
・
池
田
末

則
氏
が｢

日
本
地
名
伝
承

論｣

で
説
く
も
の
で
、
奈

良
県
内
の
17
か
所
を
調

査
し
、
山
間
か
ら
平
坦

部
へ
の
移
行
地
域
に
分

布
す
る
と
し
、｢

雨
期
の

５
月
の
居
籠
り
を
意
味

す
る
。
ア
メ
は
雨
で
、
ツ
ツ
ミ
は
ツ
ツ

シ
ミ
で
梅
雨
期
、
田
植
時
期
の
物
忌
み

と
解
釈
さ
れ
る
。
結
局
、
農
民
が
男
女

別
に
籠
り
屋
に
こ
も
っ
て
禁
欲
生
活
に

入
り
、
雨
期
の
物
斎
み
を
す
る
わ
け
で

あ
る
。
遺
習
は
現
に
室
生
村
内
に
も
存

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
民
の
田
の

神
に
対
す
る
敬
虔
な
祈
り
を
こ
め
た
所

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
禁
欲
に
よ
っ

て
雨
慎
み
を
行
っ
た
霖
雨
期
は
婚
姻
ま

で
忌
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
…｣

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

　
野
間
の
ア
マ
ツ
ツ
ミ
は
、
御
籠
も
り

説
が
妥
当
と
考
え
る
。
近
隣
に
は
、
６

世
紀
後
半
の
野
間
窯
跡
や
野
間
古
墳
群

が
あ
り
、
古
墳
時
代
に
集
落
が
形
成
さ

れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
籠
も
り
屋
の
場
所
は
ど
こ

か
、
田
中
整
形
外
科
の
前
で
国
道
敷
と

な
っ
て
い
る
所
。
こ
こ
は
、
野
間
窯
跡

の
工
房
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
可

能
性
は
あ
る
。
ま
た
、
須
賀
神
社
の
下

と
、
町
民
武
道
館
の
下
も
候
補
地
で
あ

る
。
い
づ
れ
も
、
丘
陵
か
ら
平
坦
部
へ

の
移
行
地
域
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

｢

万
葉
集｣

に
、
ア
マ
ツ
ツ
ミ
が
詠
ま
れ

て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

 

雨
障
常
す
る
君
は
ひ
さ
か
た
の 

昨
夜
の
雨
に
懲
り
に
け
む
か
も 

ひ
さ
か
た
の
雨
も
降
ら
ぬ
か
雨
つ
つ
み

君
に
副
ひ
て
こ
の
日
暮
ら
さ
む 

笠
無
み
と
人
に
は
言
ひ
て
雨
障
み 

留
り
し
君
が
姿
し
思
ほ
ゆ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
山
　
健
一 

か
ん
　
が
い
 

つ
つ
み
 

お
ろ
 

お
こ
も
 

も
の
　
い
 

い
 

け
ん
 

あ
ま
つ
つ
 

り
ん
　
う
 

あ
ま
つ
つ
み
 

あ
ま
つ
つ
み
 

き
ぞ
の
よ
 

こ
 

あ
ま
 

た
ぐ
 

な
 

と
ま
 

野間二区民館 

国
道
3号
線
 

雨　堤 

た
め
池 

野
間
川 

みんなで守る子どもたちの安全 みんなで守る子どもたちの安全 みんなで守る子どもたちの安全 
吉木小学校が福岡県学校表彰を受賞 

　福岡県学校健康教育大会で吉木小学校が、平

成15年度福岡県学校表彰の学校安全の部で優秀

賞を受賞しました。 

　これは、吉木小校区「学校・地域防犯ネットワ

ーク」として、地域ぐるみで児童の安全を守る防

犯活動に取り組んだことが評価されたものです。 

　吉木小学校では、防犯避難訓練や防犯教室を

計画的に実施し、子ども緊急通報装置と連動して、

児童の安全を守る取り組みをしています。 

7か所にある子ども緊急通報装置と吉木小の児童 

� ボタンを押すとボタンを押すと 
� 警報が鳴り警報が鳴り、 
　 赤色灯が光ります赤色灯が光ります。 
� 警察がモニターで確認し警察がモニターで確認し 
� 警察官がかけつけます警察官がかけつけます。 

� ボタンを押すと 
� 警報が鳴り、 
　 赤色灯が光ります。 
� 警察がモニターで確認し 
� 警察官がかけつけます。 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

こども緊急通報装置こども緊急通報装置
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合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第8回は1月28日(水)午後2時から岡垣町いこいの里で行われます。地元開催ですので、多くのみなさんの傍聴をお願いします。 

第6回芦屋町・水巻町・岡垣町・遠賀町合併協議会 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 
■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政 

　
策
室
へ 

　
12
月
10
日
、
第
６
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、

遠
賀
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
つ

の
報
告
と
８
つ
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

決
　
　
定 

○
新
市
名
の
公
募
は
、
新
市
建
設
計
画
基
本
構
想
策
定
を
待
ち
、
１
月
下
旬
か

ら
作
業
を
始
め
る
。 

○
地
域
審
議
会
を
各
町
単
位
で
設
置
し
、
期
間
は
６
年
間
、
委
員
は
10
人
以
内

と
す
る
。 

継
続
協
議
　 

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
継
続
協
議
に
。
今
後
は
小
委
員
会
で
検
討
す
る
こ

と
に
。
岡
垣
町
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
新
庁
舎
建
設
を
岡
垣
〜
遠
賀
間
の
３
号

線
沿
い
が
適
地
と
主
張
。 

○
議
員
・
農
業
委
員
の
在
任
特
例
の
適
用
は
継
続
協
議
に
。
岡
垣
町
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
、
在
任
特
例
を
適
用
せ
ず
地
方
自
治
法
の
原
則
ど
お
り
と
主
張
。 

報
告
第
10
号 

第
４
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い
て 

　
12
月
５
日
に
名
称
に
関
す
る
小
委
員
会
、

11
月
26
日
、
12
月
３
日
の
幹
事
会
、
そ
の
他

専
門
部
会
・
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

報
告
第
11
号 

　
平
成
15
年
度
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・

遠
賀
町
合
併
協
議
会
予
算
の
流
用
及
び
予
備

費
の
充
用
に
つ
い
て
の
報
告 

報
告
第
12
号 

新
市
名
候
補
選
定
小
委
員
会
の
経
過
並
び
に

結
果
報
告
に
つ
い
て 

　
新
市
名
候
補
選
定
小
委
員
会
か
ら
、
新
市

名
選
考
の
協
議
が
行
わ
れ
、
名
称
の
公
募
は

新
市
建
設
計
画
基
本
構
想
の
策
定
を
待
ち
、

１
月
下
旬
か
ら
準
備
に
取
り
か
か
る
こ
と
と

協
議
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
岡
垣
町
は
、
名
称
の
公
募
は
、
新
市
の
姿

が
示
さ
れ
な
い
早
い
時
期
に
行
う
こ
と
は
住

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
主
張
し
、
少
な

く
と
も
新
市
建
設
計
画
の
概
要
を
示
し
て
か

ら
実
施
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
一
方
、

他
町
か
ら
は
す
ぐ
に
で
も
実
施
す
べ
き
、
で

き
れ
ば
１
月
の
広
報
で
公
募
す
る
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
新
市

建
設
計
画
の
基
本
構
想
の
策
定
を
１
月
末
ま

で
待
ち
、
そ
の
後
着
手
す
る
こ
と
で
、
小
委

員
会
全
会
一
致
で
調
整
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
第
３
号 

協
定
項
目
３
　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て(

継
続

審
議) 

　
小
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
第
４
回
の
合

併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
て
い
た｢

旧
町
名
は
、

公
募
す
る
に
当
た
り
制
限
し
な
い
。｣

こ
と
に

加
え
、｢

公
募
作
業
は
新
市
建
設
計
画
基
本
構

想
策
定
後
、
１
月
末
よ
り
着
手
す
る
。｣

と
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
、
選
定
要
領
の
決

定
が
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
協
定
項
目
は

｢

新
市
の
名
称
に
つ
い
て｣

で
す
の
で
、
協
議

は
継
続
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

協
議
第
４･

５
号 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
、
協

定
項
目
20
　
支
所
又
は
出
張
所
の
位
置
、
名

称
及
び
所
管
地
域
に
つ
い
て(

継
続
審
議) 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
再
度
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
前
回
は
各
町
学
識
経
験
者

の
意
見
が
聴
か
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
各
町

議
員
の
意
見
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
各
町
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
は
お
お
む
ね
次
の
と
お
り

で
す
。 

○
岡
垣
町
：
特
例
債
を
適
用
し
新
庁
舎
を
建

設
す
べ
き
で
、
位
置
は
４
町
の
中
心
と
な
る

岡
垣
〜
遠
賀
間
の
３
号
線
沿
い
が
適
地
で
あ

る
。
方
式
は
本
庁
方
式
。 

○
芦
屋
町
：
特
例
債
を
活
用
し
た
新
庁
舎
を

建
設
せ
ず
、
本
庁
方
式
と
し
、
現
庁
舎
を
活

用
し
、
芦
屋
庁
舎
を
本
庁
舎
と
す
る
。 

○
水
巻
町
：
新
庁
舎
を
建
設
せ
ず
現
庁
舎
を

分
庁
方
式
で
当
面
使
用
し
、
効
率
の
良
い
庁

舎
を
仮
庁
舎
と
し
、
新
庁
舎
は
新
市
の
組
織
で
、

特
例
債
適
用
期
間
内
に
検
討
す
れ
ば
よ
い
。 

○
遠
賀
町
：
特
例
債
を
適
用
し
新
庁
舎
を
建

設
す
べ
き
で
、
位
置
は
４
町
の
中
心
と
な
る

現
遠
賀
町
庁
舎
で
の
建
設
が
良
い
。
方
式
は

本
庁
方
式
。 

　
こ
の
よ
う
に
意
見
が
分
か
れ
、
今
回
の
協

議
会
で
も
調
整
で
き
ず
継
続
協
議
と
な
り
、

今
後
は
各
町
３
人
ず
つ
の
委
員
に
よ
る
小
委

員
会
を
設
置
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

　
岡
垣
町
は
、
右
記
の
と
お
り
の
内
容
を
当

初
か
ら
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
現
岡
垣
庁
舎

を
新
本
庁
舎
に
と
主
張
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
や
は
り「
新
市
の
新
し
い
姿
と
、

将
来
の
発
展
性
を
求
め
る
な
ら
ば
。
」
と
の
考

え
の
も
と
、
ま
た
４
町
全
体
を
広
く
見
渡
し

て
、
こ
の
内
容
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
合
併
の
可
否
を
判
断
す
る
と
き
に
は
、

庁
舎
の
位
置
を
決
め
て
お
く
こ
と
は
必
要
な

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
件
は
今
後
も
継

続
し
て
協
議
が
進
め
ら
れ
る
重
要
な
協
定
項

目
と
な
り
ま
す
。 

協
議
第
６
号 

協
定
項
目
６
　
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
次
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
定
数
（
前
回
と
見
解
が
異
な
っ
て
い
ま
す
） 

　
①
30
人
以
内
と
す
る
…
遠
賀
町
が
主
張 

　
②
30
人
と
す
る
…
芦
屋
・
水
巻
・
岡
垣
町

　
　
が
主
張 

２
任
期 

　
①
在
任
特
例
を
活
用
…
芦
屋
・
水
巻
・
遠

　
　
賀
町
が
主
張 

　
②
地
方
自
治
法
原
則
を
適
用
…
岡
垣
町
が

　
　
主
張 

３
選
挙
区 

　
①
選
挙
区
を
設
置
し
な
い
…
岡
垣
・
芦
屋
・

　
　
遠
賀
町
が
主
張
　 

　
②
選
挙
区
を
設
置
す
る
…
水
巻
町
が
主
張 

　
再
度
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
町
の
主

張
が
異
な
り
、
継
続
し
て
審
議
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
協
議
会
で
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。 

協
議
第
７
号 

協
定
項
目
７
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

及
び
任
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
次
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
在
任
特
例
を
活
用
…
芦
屋
・
水
巻
・
遠
賀

町
が
主
張 

２
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
原
則
を
適

用
…
岡
垣
町
が
主
張 

　
再
度
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
町
の
主

張
が
異
な
り
、
継
続
し
て
審
議
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
協
議
会
で
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。 

協
議
第
８
号 

協
定
項
目
10
　
地
域
審
議
会
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て 

　
合
併
前
の
遠
賀
郡
４
町
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

に
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

第
５
条
の
４
第
１
項
の
規
定
を
適
用
し
、
そ

の
区
域
を
対
象
と
す
る
、
地
域
審
議
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
設

置
期
間
は
６
年
で
、
委
員
は
10
人
以
内
と
決

定
し
ま
し
た
。 

協
議
第
９
号 

新
市
建
設
計
画
（
骨
子
）
に
つ
い
て 

協
議
第
10
号 

新
市
建
設
計
画
（
基
本
構
想
）
に
つ
い
て 

　
合
併
協
議
会
の
任
務
は
、
合
併
す
る
こ
と

の
可
否
の
決
定
を
前
提
に
し
て
、｢

各
協
定
項

目
に
関
す
る
協
議｣

と｢

新
市
建
設
計
画
の
策

定｣

の
二
つ
で
す
。 

　
今
回
の
合
併
協
議
会
で
は
、
い
よ
い
よ
新

市
建
設
計
画
が
議
題
に
上
っ
て
き
ま
し
た
。

協
議
第
９
号
の
新
市
建
設
計
画(

骨
子)

は
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
市
建
設
計
画
（
基
本

構
想
）
の
都
市
構
造
は
、
新
市
の
事
務
所
の

位
置
と
連
動
す
る
こ
と
か
ら
、
協
議
第
10
号

は
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。 

   

新
市
建
設
計
画
の
骨
子
、お
よ
び
基
本
構
想（
案
）

の
主
要
な
部
分
の
抜
粋
を
、次
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。 

 

　出前講座のご案内です。合併問題に関するさまざまな情報を、

町長自ら地域に出向き、みなさんと膝を突き合わせながらお話し

します。また合併に関する意見も伺いま

す。10人以上で中央公民館へお申し込

みください。土日祭日、また夜間でも構

いません。是非ご利用ください。 
第6回合併協議会の様子 第6回合併協議会の様子 

8回目の会議は1月28日にいこいの里で行われます 8回目の会議は1月28日にいこいの里で行われます 

町長と語ろう市町村合併 町長と語ろう市町村合併 町長と語ろう市町村合併 
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合併協議会は原則公開で、あなたも傍聴できます。第8回は1月28日(水)午後2時から岡垣町いこいの里で行われます。地元開催ですので、多くのみなさんの傍聴をお願いします。 

第6回芦屋町・水巻町・岡垣町・遠賀町合併協議会 

芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
 

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

第
６
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

 
■
記
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
政 

　
策
室
へ 

　
12
月
10
日
、
第
６
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会
が
、

遠
賀
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
２
つ

の
報
告
と
８
つ
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。 

決
　
　
定 

○
新
市
名
の
公
募
は
、
新
市
建
設
計
画
基
本
構
想
策
定
を
待
ち
、
１
月
下
旬
か

ら
作
業
を
始
め
る
。 

○
地
域
審
議
会
を
各
町
単
位
で
設
置
し
、
期
間
は
６
年
間
、
委
員
は
10
人
以
内

と
す
る
。 

継
続
協
議
　 

○
新
市
の
事
務
所
の
位
置
は
継
続
協
議
に
。
今
後
は
小
委
員
会
で
検
討
す
る
こ

と
に
。
岡
垣
町
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、
新
庁
舎
建
設
を
岡
垣
〜
遠
賀
間
の
３
号

線
沿
い
が
適
地
と
主
張
。 

○
議
員
・
農
業
委
員
の
在
任
特
例
の
適
用
は
継
続
協
議
に
。
岡
垣
町
は
こ
れ
ま

で
ど
お
り
、
在
任
特
例
を
適
用
せ
ず
地
方
自
治
法
の
原
則
ど
お
り
と
主
張
。 

報
告
第
10
号 

第
４
回
協
議
会
以
降
の
協
議
活
動
に
つ
い
て 

　
12
月
５
日
に
名
称
に
関
す
る
小
委
員
会
、

11
月
26
日
、
12
月
３
日
の
幹
事
会
、
そ
の
他

専
門
部
会
・
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

報
告
第
11
号 

　
平
成
15
年
度
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・

遠
賀
町
合
併
協
議
会
予
算
の
流
用
及
び
予
備

費
の
充
用
に
つ
い
て
の
報
告 

報
告
第
12
号 

新
市
名
候
補
選
定
小
委
員
会
の
経
過
並
び
に

結
果
報
告
に
つ
い
て 

　
新
市
名
候
補
選
定
小
委
員
会
か
ら
、
新
市

名
選
考
の
協
議
が
行
わ
れ
、
名
称
の
公
募
は

新
市
建
設
計
画
基
本
構
想
の
策
定
を
待
ち
、

１
月
下
旬
か
ら
準
備
に
取
り
か
か
る
こ
と
と

協
議
し
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
岡
垣
町
は
、
名
称
の
公
募
は
、
新
市
の
姿

が
示
さ
れ
な
い
早
い
時
期
に
行
う
こ
と
は
住

民
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
と
主
張
し
、
少
な

く
と
も
新
市
建
設
計
画
の
概
要
を
示
し
て
か

ら
実
施
す
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。
一
方
、

他
町
か
ら
は
す
ぐ
に
で
も
実
施
す
べ
き
、
で

き
れ
ば
１
月
の
広
報
で
公
募
す
る
と
い
う
意

見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
協
議
の
結
果
、
新
市

建
設
計
画
の
基
本
構
想
の
策
定
を
１
月
末
ま

で
待
ち
、
そ
の
後
着
手
す
る
こ
と
で
、
小
委

員
会
全
会
一
致
で
調
整
さ
れ
ま
し
た
。 

協
議
第
３
号 

協
定
項
目
３
　
新
市
の
名
称
に
つ
い
て(

継
続

審
議) 

　
小
委
員
会
の
報
告
を
受
け
、
第
４
回
の
合

併
協
議
会
で
確
認
さ
れ
て
い
た｢

旧
町
名
は
、

公
募
す
る
に
当
た
り
制
限
し
な
い
。｣

こ
と
に

加
え
、｢

公
募
作
業
は
新
市
建
設
計
画
基
本
構

想
策
定
後
、
１
月
末
よ
り
着
手
す
る
。｣

と
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
確
認
と
、
選
定
要
領
の
決

定
が
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
協
定
項
目
は

｢

新
市
の
名
称
に
つ
い
て｣

で
す
の
で
、
協
議

は
継
続
扱
い
と
な
り
ま
す
。 

協
議
第
４･

５
号 

協
定
項
目
４
　
新
市
の
事
務
所
の
位
置
、
協

定
項
目
20
　
支
所
又
は
出
張
所
の
位
置
、
名

称
及
び
所
管
地
域
に
つ
い
て(

継
続
審
議) 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
再
度
協
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
前
回
は
各
町
学
識
経
験
者

の
意
見
が
聴
か
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
各
町

議
員
の
意
見
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
各
町
か

ら
出
さ
れ
た
意
見
は
お
お
む
ね
次
の
と
お
り

で
す
。 

○
岡
垣
町
：
特
例
債
を
適
用
し
新
庁
舎
を
建

設
す
べ
き
で
、
位
置
は
４
町
の
中
心
と
な
る

岡
垣
〜
遠
賀
間
の
３
号
線
沿
い
が
適
地
で
あ

る
。
方
式
は
本
庁
方
式
。 

○
芦
屋
町
：
特
例
債
を
活
用
し
た
新
庁
舎
を

建
設
せ
ず
、
本
庁
方
式
と
し
、
現
庁
舎
を
活

用
し
、
芦
屋
庁
舎
を
本
庁
舎
と
す
る
。 

○
水
巻
町
：
新
庁
舎
を
建
設
せ
ず
現
庁
舎
を

分
庁
方
式
で
当
面
使
用
し
、
効
率
の
良
い
庁

舎
を
仮
庁
舎
と
し
、
新
庁
舎
は
新
市
の
組
織
で
、

特
例
債
適
用
期
間
内
に
検
討
す
れ
ば
よ
い
。 

○
遠
賀
町
：
特
例
債
を
適
用
し
新
庁
舎
を
建

設
す
べ
き
で
、
位
置
は
４
町
の
中
心
と
な
る

現
遠
賀
町
庁
舎
で
の
建
設
が
良
い
。
方
式
は

本
庁
方
式
。 

　
こ
の
よ
う
に
意
見
が
分
か
れ
、
今
回
の
協

議
会
で
も
調
整
で
き
ず
継
続
協
議
と
な
り
、

今
後
は
各
町
３
人
ず
つ
の
委
員
に
よ
る
小
委

員
会
を
設
置
し
て
協
議
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

　
岡
垣
町
は
、
右
記
の
と
お
り
の
内
容
を
当

初
か
ら
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
現
岡
垣
庁
舎

を
新
本
庁
舎
に
と
主
張
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
や
は
り「
新
市
の
新
し
い
姿
と
、

将
来
の
発
展
性
を
求
め
る
な
ら
ば
。
」
と
の
考

え
の
も
と
、
ま
た
４
町
全
体
を
広
く
見
渡
し

て
、
こ
の
内
容
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
合
併
の
可
否
を
判
断
す
る
と
き
に
は
、

庁
舎
の
位
置
を
決
め
て
お
く
こ
と
は
必
要
な

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。
こ
の
件
は
今
後
も
継

続
し
て
協
議
が
進
め
ら
れ
る
重
要
な
協
定
項

目
と
な
り
ま
す
。 

協
議
第
６
号 

協
定
項
目
６
　
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期

の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
次
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
定
数
（
前
回
と
見
解
が
異
な
っ
て
い
ま
す
） 

　
①
30
人
以
内
と
す
る
…
遠
賀
町
が
主
張 

　
②
30
人
と
す
る
…
芦
屋
・
水
巻
・
岡
垣
町

　
　
が
主
張 

２
任
期 

　
①
在
任
特
例
を
活
用
…
芦
屋
・
水
巻
・
遠

　
　
賀
町
が
主
張 

　
②
地
方
自
治
法
原
則
を
適
用
…
岡
垣
町
が

　
　
主
張 

３
選
挙
区 

　
①
選
挙
区
を
設
置
し
な
い
…
岡
垣
・
芦
屋
・

　
　
遠
賀
町
が
主
張
　 

　
②
選
挙
区
を
設
置
す
る
…
水
巻
町
が
主
張 

　
再
度
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
町
の
主

張
が
異
な
り
、
継
続
し
て
審
議
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
協
議
会
で
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。 

協
議
第
７
号 

協
定
項
目
７
　
農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数

及
び
任
期
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て 

　
前
回
か
ら
の
継
続
協
議
で
、
次
の
よ
う
に

整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。 

１
在
任
特
例
を
活
用
…
芦
屋
・
水
巻
・
遠
賀

町
が
主
張 

２
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
原
則
を
適

用
…
岡
垣
町
が
主
張 

　
再
度
協
議
を
行
い
ま
し
た
が
、
各
町
の
主

張
が
異
な
り
、
継
続
し
て
審
議
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
の
協
議
会
で
結
論
を

出
す
予
定
で
す
。 

協
議
第
８
号 

協
定
項
目
10
　
地
域
審
議
会
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て 

　
合
併
前
の
遠
賀
郡
４
町
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域

に
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律

第
５
条
の
４
第
１
項
の
規
定
を
適
用
し
、
そ

の
区
域
を
対
象
と
す
る
、
地
域
審
議
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
な
お
、
設

置
期
間
は
６
年
で
、
委
員
は
10
人
以
内
と
決

定
し
ま
し
た
。 

協
議
第
９
号 

新
市
建
設
計
画
（
骨
子
）
に
つ
い
て 

協
議
第
10
号 

新
市
建
設
計
画
（
基
本
構
想
）
に
つ
い
て 

　
合
併
協
議
会
の
任
務
は
、
合
併
す
る
こ
と

の
可
否
の
決
定
を
前
提
に
し
て
、｢

各
協
定
項

目
に
関
す
る
協
議｣

と｢

新
市
建
設
計
画
の
策

定｣

の
二
つ
で
す
。 

　
今
回
の
合
併
協
議
会
で
は
、
い
よ
い
よ
新

市
建
設
計
画
が
議
題
に
上
っ
て
き
ま
し
た
。

協
議
第
９
号
の
新
市
建
設
計
画(

骨
子)

は
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
市
建
設
計
画
（
基
本

構
想
）
の
都
市
構
造
は
、
新
市
の
事
務
所
の

位
置
と
連
動
す
る
こ
と
か
ら
、
協
議
第
10
号

は
継
続
協
議
と
な
り
ま
し
た
。 

   

新
市
建
設
計
画
の
骨
子
、お
よ
び
基
本
構
想（
案
）

の
主
要
な
部
分
の
抜
粋
を
、次
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。 

 

　出前講座のご案内です。合併問題に関するさまざまな情報を、

町長自ら地域に出向き、みなさんと膝を突き合わせながらお話し

します。また合併に関する意見も伺いま

す。10人以上で中央公民館へお申し込

みください。土日祭日、また夜間でも構

いません。是非ご利用ください。 
第6回合併協議会の様子 第6回合併協議会の様子 

8回目の会議は1月28日にいこいの里で行われます 8回目の会議は1月28日にいこいの里で行われます 

町長と語ろう市町村合併 町長と語ろう市町村合併 町長と語ろう市町村合併 
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第
１
章
　
序
論 

１
　
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に
か
か
わ
る
経
緯 

【
内
容
】
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に
か
か
わ
る
経

緯
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
。 

２
　
遠
賀
郡
４
町
に
お
け
る
合
併
の
必
要
性 

【
内
容
】
①
地
方
分
権
の
進
展
　
②
効
率
の
良

い
行
財
政
運
営
　
③
少
子
・
高
齢
化
の
進
展

④
住
民
の
日
常
生
活
　
⑤
新
市
と
し
て
の
発

展
性
な
ど
の
観
点
か
ら
合
併
の
必
要
性
に
つ

い
て
記
載
し
ま
す
。 

３
　
計
画
策
定
の
方
針 

（
１
）計
画
の
主
旨 

　
遠
賀
郡
４
町
の
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
４
町
一
体
感
の
醸
成
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
魅
力
を
活
か
し
た
均
衡
あ
る
発
展
に

資
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各

町
の
現
状
・
課
題
、
総
合
計
画
な
ど
に
示
さ

れ
た
ま
ち
の
方
針
や
新
市
に
対
す
る
住
民
の

意
向
を
踏
ま
え
、
新
市
を
建
設
す
る
た
め
の

基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。 

（
２
）計
画
の
構
成 

　
新
市
を
建
設
す
る
た
め
の
基
本
方
針
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
、
新
市
で
の
県

事
業
の
推
進
や
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
整

備
、
財
政
計
画
を
中
心
に
構
成
さ
れ
ま
す
。 

（
３
）計
画
の
期
間 

　
本
計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
ま
す
。 

 

第
２
章
　
新
市
の
概
況 

１
　
位
置
と
地
勢 

〔
内
容
〕
福
岡
県
内
で
の
位
置
、
隣
接
市
町
や

地
形
な
ど
、
新
市
の
地
理
的
状
況
を
記
載
し

ま
す
。 

２
　
気
　
候 

〔
内
容
〕気
温
、
雨
量
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。 

３
　
面
　
積 

〔
内
容
〕
面
積
、
福
岡
県
に
占
め
る
面
積
や
固

定
資
産
概
要
調
書
に
よ
る
地
目
別
土
地
利
用

状
況
を
記
載
し
ま
す
。 

４
　
人
　
口 

〔
内
容
〕国
勢
調
査
結
果
の
人
口
と
世
帯
数
や
、

高
齢
化
率
の
推
移
を
記
載
し
ま
す
。 

５
　
産
　
業 

〔
内
容
〕
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
新
市
及
び
福

岡
県
の
産
業
別
就
業
人
口
、
産
業
別
就
業
者

の
推
移
、
通
勤
依
存
度
を
記
載
し
ま
す
。 

 

第
３
章
　
主
要
指
標
の
見
通
し 

１
　
人
口
・
世
帯 

　
日
本
の
人
口
は
、
平
成
18
年
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
社
会
に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
新
市
の
人
口
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

緩
や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
計
画

実
施
の
期
間
の
中
間
年
で
あ
る
平
成
22
年
に

10
万
人
を
超
え
て
、
平
成
27
年
に
は
10
万
１

千
人
ま
で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
核
家
族
化

の
進
展
な
ど
に
よ
り
平
成
22
年
は
３
万
９
千

世
帯
、
平
成
27
年
に
は
４
万
２
千
世
帯
に
推

移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

                   

２
　
就
業
人
口 

　
新
市
の
就
業
人
口
や
就
業
率
は
、
人
口
総

数
と
は
逆
に
高
齢
者
の
増
加
や
生
産
年
齢
人

口（
15
〜
64
歳
）の
減
少
に
伴
い
、平
成
12
年
に

あ
っ
た
約
４
万
３
千
人
（
就
業
率
44
�
）
の
就

業
人
口
は
、
平
成
27
年
に
は
約
３
万
８
千
人

（
就
業
率
38
�
）
と
減
少
し
な
が
ら
推
移
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

 

第
４
章
　
新
市
建
設
の
基
本
方
針 

１
　
新
市
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針 

（
１
）新
市
の
将
来
像 

　
新
市
は
、
こ
れ
ま
で
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
な
が
ら
、
都
市
機
能

も
整
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
新
市
は
都

市
と
し
て
の
利
便
性
と
快
適
性
を
備
え
、
か

つ
身
近
に
豊
か
な
自
然
環
境
も
有
し
て
い
る

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
よ
り
住
み
や
す
い
都
市
基
盤
、

生
活
環
境
、
福
祉
・
保
健
環
境
な
ど
を
創
造

し
、
定
住
化
に
向
け
た
誰
も
が
住
み
た
い
と

思
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
新
市
の
将
来
像
を「
注
）参
照
」と

定
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
次
の
よ

う
に
定
め
ま
す
。
な
お
、
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
る
た
め
、「
住
民
と
行
政
が
と
も
に

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

（
２
）ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針 

〔
内
容
〕ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
、
将
来
像
す
べ
て
に
係

わ
っ
て
く
る
行
財
政
運
営
な
ど
の
考
え
方
を

記
載
し
ま
す
。 

２
　
新
市
の
都
市
構
造 

〔
内
容
〕
新
市
を
建
設
す
る
に
当
た
っ
て
の
都

市
構
造
。
次
の
２
案
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ａ
案（
現
拠
点
を
設
定
） 

　
財
政
効
果
や
経
済
状
況
な
ど
を
考
え
、
４

町
の
庁
舎
の
あ
る
地
域
を
活
用
す
る
こ
と
と

し
、
新
市
の
拠
点
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
。 

Ｂ
案（
新
拠
点
を
設
定
） 

　
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
・
新
市
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
上
で
、
地
域
の
特

性
な
ど
を
考
え
な
が
ら
新
た
な
拠
点
ゾ
ー
ン

を
設
定
す
る
。 

 

第
５
章
　
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
戦
略
的
な

施
策 

 

第
６
章
　
新
市
の
施
策
大
綱 

新
市
の
将
来
像
に
対
応
し
た
施
策
の
体
系 

 

第
７
章
　
新
市
に
お
け
る
県
事
業
の
推
進 

新
市
で
の
、
福
岡
県
の
役
割
と
県
が
実
施
す

る
施
策 

 

第
８
章
　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
整
備
方
針 

公
共
施
設
の
配
置
と
整
備
の
基
本
的
な
考
え

方 

 

第
９
章
　
新
市
の
財
政
計
画 

合
併
後
10
年
間
の
財
政
計
画
を
作
成
し
ま
す 

新
市
建
設
計
画「
骨
子
」お
よ
び 

　
　「
基
本
構
想
」（
案
）の
主
要
な
部
分
の
抜
粋 

■人口・世帯の予想推移 

注）将来像について　　　　　　　　　　　　　 

　アンケートやワークショップで４町の特性、自慢、

大事にして行くものの中で、おおむね「自然」は、美

しさ、保全、自然を生かした町づくりと、その大切

さや、他市にない４町の誇れる財産だという認識が

伺われました。 

　＜自然＞遠賀川をはじめとする河川や海岸線、響

灘という｢水辺｣と、湯川山などや田園風景の｢緑｣を

メインとすることが｢新市のイメージ｣につながり、

他市にない｢新市建設計画｣の基本方針の大きなひと

つの柱です。 

　基本方針では、｢豊かな自然環境を大切にし、環

境にやさしいまち｣とし、新市の川や海、山などの

自然環境は、地域の貴重な財産であり、地域住民の

ライフスタイルにも大きく関わっています。これら

により新市の居住環境としての魅力を高め、地域を

受け継ぐ住民ひとりひとりの心のよりどころとして

います。この考え方を基本に幹事会で３案提案され

たものです。 

次回の協議会で、1つに決定される予定です。 

１案　共に創る、水と緑の夢ふる郷　○○○市 

　　・｢共に創る｣…旧町それぞれの町民が共に新し

　　　い市を創っていく。 

　　・｢夢｣…発展性を表している。 

　　・｢ふる郷｣…ワークショップによる提案。4町

　　　のイメージにあっている。 

２案　夢かなでる緑と水辺の四重奏都市 

　　・｢アンサンブル｣…少人数での合奏（重奏）のこ

　　　と。元々の意味はフランス語で｢一緒に｣とい

　　　うこと。 

３案　緑を育み、水を守る、自然と共生するまち○

　　　○○市 

　　・｢共生｣…今後のまちづくりの概念として重要

　　　なキーワード。 

　　・キャッチフレーズとして分かりやすい。 

120,000

99,224

21.3％ 23.7％ 26.8％ 

14.2％ 14.0％ 

64.5％ 

62.3％ 59.2％ 

100,659

人口（左目盛）　　世帯（右目盛） 

平成17年 平成22年 平成27年 

コーホート要因法による推計 

101.193

65歳以上 

15－64歳 

0－14歳 

世帯数 

36,200

39,309

42,690
人 世帯 

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

44,000

42,000

40,000

38,000

36,000

34,000

32,000
14.0％ 

○豊かな自然環境を大切にし、環境にやさしいまちづくり 

○誰もが安心、快適に暮らせるまちづくり 

○地域の特性を活かした産業振興のまちづくり 

○すべての人が、健やかに暮らせるまちづくり 

○人を育み、文化を受け継ぐまちづくり 

５つのまちづくりの基本方針 

住民と行政がともに進めるまちづくり 

 

新市の将来像　注）参照 
 

　
基
本
構
想
が
第
１
章
か
ら
第
４
章
、 

基
本
計
画
が
第
５
章
か
ら
第
９
章
と
な 

り
ま
す
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

アンサンブル 

新市建設計画「骨子」および「基本構想」（案）の主要な部分の抜粋 
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第
１
章
　
序
論 

１
　
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に
か
か
わ
る
経
緯 

【
内
容
】
遠
賀
郡
４
町
の
合
併
に
か
か
わ
る
経

緯
に
つ
い
て
記
載
し
ま
す
。 

２
　
遠
賀
郡
４
町
に
お
け
る
合
併
の
必
要
性 

【
内
容
】
①
地
方
分
権
の
進
展
　
②
効
率
の
良

い
行
財
政
運
営
　
③
少
子
・
高
齢
化
の
進
展

④
住
民
の
日
常
生
活
　
⑤
新
市
と
し
て
の
発

展
性
な
ど
の
観
点
か
ら
合
併
の
必
要
性
に
つ

い
て
記
載
し
ま
す
。 

３
　
計
画
策
定
の
方
針 

（
１
）計
画
の
主
旨 

　
遠
賀
郡
４
町
の
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
４
町
一
体
感
の
醸
成
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
魅
力
を
活
か
し
た
均
衡
あ
る
発
展
に

資
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
各

町
の
現
状
・
課
題
、
総
合
計
画
な
ど
に
示
さ

れ
た
ま
ち
の
方
針
や
新
市
に
対
す
る
住
民
の

意
向
を
踏
ま
え
、
新
市
を
建
設
す
る
た
め
の

基
本
方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。 

（
２
）計
画
の
構
成 

　
新
市
を
建
設
す
る
た
め
の
基
本
方
針
、
そ

れ
を
実
現
す
る
た
め
の
施
策
、
新
市
で
の
県

事
業
の
推
進
や
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
整

備
、
財
政
計
画
を
中
心
に
構
成
さ
れ
ま
す
。 

（
３
）計
画
の
期
間 

　
本
計
画
の
実
施
期
間
は
、
平
成
17
年
度
か

ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
ま
す
。 

 

第
２
章
　
新
市
の
概
況 

１
　
位
置
と
地
勢 

〔
内
容
〕
福
岡
県
内
で
の
位
置
、
隣
接
市
町
や

地
形
な
ど
、
新
市
の
地
理
的
状
況
を
記
載
し

ま
す
。 

２
　
気
　
候 

〔
内
容
〕気
温
、
雨
量
な
ど
を
記
載
し
ま
す
。 

３
　
面
　
積 

〔
内
容
〕
面
積
、
福
岡
県
に
占
め
る
面
積
や
固

定
資
産
概
要
調
書
に
よ
る
地
目
別
土
地
利
用

状
況
を
記
載
し
ま
す
。 

４
　
人
　
口 

〔
内
容
〕国
勢
調
査
結
果
の
人
口
と
世
帯
数
や
、

高
齢
化
率
の
推
移
を
記
載
し
ま
す
。 

５
　
産
　
業 

〔
内
容
〕
国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
新
市
及
び
福

岡
県
の
産
業
別
就
業
人
口
、
産
業
別
就
業
者

の
推
移
、
通
勤
依
存
度
を
記
載
し
ま
す
。 

 

第
３
章
　
主
要
指
標
の
見
通
し 

１
　
人
口
・
世
帯 

　
日
本
の
人
口
は
、
平
成
18
年
を
ピ
ー
ク
に

人
口
減
少
社
会
に
転
じ
る
と
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
新
市
の
人
口
は
、
現
在
の
と
こ
ろ

緩
や
か
な
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
後
も
計
画

実
施
の
期
間
の
中
間
年
で
あ
る
平
成
22
年
に

10
万
人
を
超
え
て
、
平
成
27
年
に
は
10
万
１

千
人
ま
で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
世
帯
数
に
つ
い
て
は
、
核
家
族
化

の
進
展
な
ど
に
よ
り
平
成
22
年
は
３
万
９
千

世
帯
、
平
成
27
年
に
は
４
万
２
千
世
帯
に
推

移
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

                   

２
　
就
業
人
口 

　
新
市
の
就
業
人
口
や
就
業
率
は
、
人
口
総

数
と
は
逆
に
高
齢
者
の
増
加
や
生
産
年
齢
人

口（
15
〜
64
歳
）の
減
少
に
伴
い
、平
成
12
年
に

あ
っ
た
約
４
万
３
千
人
（
就
業
率
44
�
）
の
就

業
人
口
は
、
平
成
27
年
に
は
約
３
万
８
千
人

（
就
業
率
38
�
）
と
減
少
し
な
が
ら
推
移
す
る

と
予
測
さ
れ
ま
す
。 

 

第
４
章
　
新
市
建
設
の
基
本
方
針 

１
　
新
市
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

方
針 

（
１
）新
市
の
将
来
像 

　
新
市
は
、
こ
れ
ま
で
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ド

タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
な
が
ら
、
都
市
機
能

も
整
え
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
新
市
は
都

市
と
し
て
の
利
便
性
と
快
適
性
を
備
え
、
か

つ
身
近
に
豊
か
な
自
然
環
境
も
有
し
て
い
る

地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
よ
り
住
み
や
す
い
都
市
基
盤
、

生
活
環
境
、
福
祉
・
保
健
環
境
な
ど
を
創
造

し
、
定
住
化
に
向
け
た
誰
も
が
住
み
た
い
と

思
う
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
新
市
の
将
来
像
を「
注
）参
照
」と

定
め
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
を
次
の
よ

う
に
定
め
ま
す
。
な
お
、
新
市
の
ま
ち
づ
く

り
を
支
え
る
た
め
、「
住
民
と
行
政
が
と
も
に

進
め
る
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

（
２
）ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針 

〔
内
容
〕ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、

ま
ち
づ
く
り
を
支
え
、
将
来
像
す
べ
て
に
係

わ
っ
て
く
る
行
財
政
運
営
な
ど
の
考
え
方
を

記
載
し
ま
す
。 

２
　
新
市
の
都
市
構
造 

〔
内
容
〕
新
市
を
建
設
す
る
に
当
た
っ
て
の
都

市
構
造
。
次
の
２
案
が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

Ａ
案（
現
拠
点
を
設
定
） 

　
財
政
効
果
や
経
済
状
況
な
ど
を
考
え
、
４

町
の
庁
舎
の
あ
る
地
域
を
活
用
す
る
こ
と
と

し
、
新
市
の
拠
点
ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
。 

Ｂ
案（
新
拠
点
を
設
定
） 

　
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
・
新
市
と

し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
上
で
、
地
域
の
特

性
な
ど
を
考
え
な
が
ら
新
た
な
拠
点
ゾ
ー
ン

を
設
定
す
る
。 

 

第
５
章
　
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
戦
略
的
な

施
策 

 

第
６
章
　
新
市
の
施
策
大
綱 

新
市
の
将
来
像
に
対
応
し
た
施
策
の
体
系 

 

第
７
章
　
新
市
に
お
け
る
県
事
業
の
推
進 

新
市
で
の
、
福
岡
県
の
役
割
と
県
が
実
施
す

る
施
策 

 

第
８
章
　
公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
整
備
方
針 

公
共
施
設
の
配
置
と
整
備
の
基
本
的
な
考
え

方 

 

第
９
章
　
新
市
の
財
政
計
画 

合
併
後
10
年
間
の
財
政
計
画
を
作
成
し
ま
す 

新
市
建
設
計
画「
骨
子
」お
よ
び 

　
　「
基
本
構
想
」（
案
）の
主
要
な
部
分
の
抜
粋 

■人口・世帯の予想推移 

注）将来像について　　　　　　　　　　　　　 

　アンケートやワークショップで４町の特性、自慢、

大事にして行くものの中で、おおむね「自然」は、美

しさ、保全、自然を生かした町づくりと、その大切

さや、他市にない４町の誇れる財産だという認識が

伺われました。 

　＜自然＞遠賀川をはじめとする河川や海岸線、響

灘という｢水辺｣と、湯川山などや田園風景の｢緑｣を

メインとすることが｢新市のイメージ｣につながり、

他市にない｢新市建設計画｣の基本方針の大きなひと

つの柱です。 

　基本方針では、｢豊かな自然環境を大切にし、環

境にやさしいまち｣とし、新市の川や海、山などの

自然環境は、地域の貴重な財産であり、地域住民の

ライフスタイルにも大きく関わっています。これら

により新市の居住環境としての魅力を高め、地域を

受け継ぐ住民ひとりひとりの心のよりどころとして

います。この考え方を基本に幹事会で３案提案され

たものです。 

次回の協議会で、1つに決定される予定です。 

１案　共に創る、水と緑の夢ふる郷　○○○市 

　　・｢共に創る｣…旧町それぞれの町民が共に新し

　　　い市を創っていく。 

　　・｢夢｣…発展性を表している。 

　　・｢ふる郷｣…ワークショップによる提案。4町

　　　のイメージにあっている。 

２案　夢かなでる緑と水辺の四重奏都市 

　　・｢アンサンブル｣…少人数での合奏（重奏）のこ

　　　と。元々の意味はフランス語で｢一緒に｣とい

　　　うこと。 

３案　緑を育み、水を守る、自然と共生するまち○

　　　○○市 

　　・｢共生｣…今後のまちづくりの概念として重要

　　　なキーワード。 

　　・キャッチフレーズとして分かりやすい。 

120,000

99,224

21.3％ 23.7％ 26.8％ 

14.2％ 14.0％ 

64.5％ 

62.3％ 59.2％ 

100,659

人口（左目盛）　　世帯（右目盛） 

平成17年 平成22年 平成27年 

コーホート要因法による推計 

101.193

65歳以上 

15－64歳 

0－14歳 

世帯数 

36,200

39,309

42,690
人 世帯 

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0

44,000

42,000

40,000

38,000

36,000

34,000

32,000
14.0％ 

○豊かな自然環境を大切にし、環境にやさしいまちづくり 

○誰もが安心、快適に暮らせるまちづくり 

○地域の特性を活かした産業振興のまちづくり 

○すべての人が、健やかに暮らせるまちづくり 

○人を育み、文化を受け継ぐまちづくり 

５つのまちづくりの基本方針 

住民と行政がともに進めるまちづくり 

 

新市の将来像　注）参照 
 

　
基
本
構
想
が
第
１
章
か
ら
第
４
章
、 

基
本
計
画
が
第
５
章
か
ら
第
９
章
と
な 

り
ま
す
。
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。 

アンサンブル 

新市建設計画「骨子」および「基本構想」（案）の主要な部分の抜粋 
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「税に関する中学生の標語」、中学生の「税についての作文」表彰 

毎日のお仕事ごくろうさまです 

岡垣町をきれいに！まちの環境美化活動 
福岡県環境美化推進功労者県知事表彰 

税に関する標語や作文が表彰されました 

勤労感謝の日に職場訪問 

地域で生産、地域で消費。作る安心、買う安心。 

　11月23日、芦屋競艇場駐車場で地産地消、作

る安心、買う安心をテーマに、第38回遠賀・中

間地域農業祭が開催されました。優良農産物の

表彰や記念式典の後、地元で採れた新鮮な野菜

や果物の販売、魚のつかみどり、地元産米をＰ

Ｒする米の試食など、さまざまな催しが行われ

ました。当日は天候にも恵まれ、多くの人が来

場し、午後3時の終了時には、ほとんどの商品が

売り切れるほどの大盛況で、地域の産物を多く

の人に感じてもらえた有意義な農業祭となりま

した。 

　明るく元気な子どもたちが、勤労感謝の職場訪問で役場に訪れました。中

部保育所の子どもたちは樋�町長の似顔絵や花を、岡垣第一幼稚園の子ども

たちは｢まいにちのおしごとごくろうさまです｣とかかれた鉢植えなどをプレ

ゼントしてくれました。子どもたちの笑顔で癒された一日となりました。 

第38回遠賀・中間地域農業祭 

　11月の岡垣町納税強化月間の中、11月25日に税に関する標語、作文の表

彰が行われました。これは、標語を通じて税務行政の現状を正しく容易に理

解し、町民の納税意識の高揚を図るために租税教育推進活動の一環として行

われたもので、町内中学生の優秀作品が表彰されました。 

　｢税に関する中学生の標語｣は、岡垣町や国税局が表彰し、中学生の「税に

ついての作文」は全国納付貯蓄組合連合会が表彰しました。受彰した生徒は

次のとおりです。また、岡垣中学校が全国納付貯蓄組合連合会から団体表彰

を受けました。 

みんなで人権意識を育もう！ 
 
人権街頭啓発・岡垣町人権講演会 

税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語 

 

各　　賞 中学校名 学　生 氏　　名 標　　語 

若松税務署長賞 
岡　垣 1　年 辻　　将成 税金で　動くこの国　この時代 

岡垣東 2　年 香田早也佳 税金で　作れる幸せ　ほらそこに 

岡垣町長賞 

岡　垣 1　年 

2　年 

藤本　芽衣 わたしの税　みんなの安心　つくるため 

岡垣東 

1　年 岡垣東 

林　　駿一 この町の　どこかであなたの　税光る 

山本　沙織 安心感　みんなの税で　守りたい 

 
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文 

 

各　　賞 中学校名 学　生 氏　　名 タイトル 

 
全国納税貯蓄組合 
連合会優秀賞 

若松納税貯蓄組合 
連合会長賞 

岡　垣 3　年 大深　早紀 支えあい 

若松税務署長賞 岡垣東 3　年 

3　年 

池田　拓己 中学生から見る税金 

 岡　垣 

3　年 岡垣東 

國武敬佳惠 暮らしと税金 

北村　　唯 私達のための税金 

　12月4日から10日までは、人権週間です。 

　人権意識を育むために、12月4日、樋�町長・安部教育長

ら24人が、ハローデイやＪＲ海老津駅にて街頭啓発を行い、 

12月7日には、岡垣サンリーアイで、岡垣町人権講演会を開

催しました。 

　内浦小5・6年生が、人権劇｢コト八日と塞(さえ)の神～や

さしさを語り継いで～｣を発表し、ＮＨＫ週刊こどもニュー

スの池上彰さんの講演は、番組で子ども役との関わりから

見えてきた、教えること・伝えることの難しさなど、こど

もニュースそのままの分かりやすい口調で、会場を沸かせ

ました。 

　岡垣町では、だれもが伸び伸びと、幸せに暮らしていけ

る社会をつくるために、家族や、地域のみんなと人権につ

いて考え、私たち

の住む地域や町を、

すべての人の人権

が守られる町にす

るために、町民一

人ひとりの人権尊

重の意識啓発に努

めています。 柴崎収入役が子どもたちから花や絵を受け取りました 

　11月28日、岡田香さん(戸切白谷区)が福岡県庁で、福岡県環境美化推進功労者県知事表彰を

受けられました。この表彰は、環境美化向上のため長年にわたり実践活動をしている人に贈ら

れます。 

　岡田さんは、高齢にもかかわらず年間300日以上というほぼ毎日４時間程度、自転車で自称

環境美化大臣の白タスキを掛け、愛犬のコ

ロとともに町内をくまなく回って、ビンカ

ン類やポイ捨てゴミを拾い続けています。

その清掃活動の姿は町民からもよく知られ

ていて、その意欲と信念の強さは見習うと

ころが多く、これからも町内でゴミのポイ

捨てがなくなるよう交通事故、健康に注意

してがんばってください。 

駅などで人権啓発のチラシを配布しました 駅などで人権啓発のチラシを配布しました 

内浦小学校の児童は元気よく発表してくれました 内浦小学校の児童は元気よく発表してくれました 池上　彰さん 池上　彰さん 
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「税に関する中学生の標語」、中学生の「税についての作文」表彰 

毎日のお仕事ごくろうさまです 

岡垣町をきれいに！まちの環境美化活動 
福岡県環境美化推進功労者県知事表彰 

税に関する標語や作文が表彰されました 

勤労感謝の日に職場訪問 

地域で生産、地域で消費。作る安心、買う安心。 

　11月23日、芦屋競艇場駐車場で地産地消、作

る安心、買う安心をテーマに、第38回遠賀・中

間地域農業祭が開催されました。優良農産物の

表彰や記念式典の後、地元で採れた新鮮な野菜

や果物の販売、魚のつかみどり、地元産米をＰ

Ｒする米の試食など、さまざまな催しが行われ

ました。当日は天候にも恵まれ、多くの人が来

場し、午後3時の終了時には、ほとんどの商品が

売り切れるほどの大盛況で、地域の産物を多く

の人に感じてもらえた有意義な農業祭となりま

した。 

　明るく元気な子どもたちが、勤労感謝の職場訪問で役場に訪れました。中

部保育所の子どもたちは樋�町長の似顔絵や花を、岡垣第一幼稚園の子ども

たちは｢まいにちのおしごとごくろうさまです｣とかかれた鉢植えなどをプレ

ゼントしてくれました。子どもたちの笑顔で癒された一日となりました。 

第38回遠賀・中間地域農業祭 

　11月の岡垣町納税強化月間の中、11月25日に税に関する標語、作文の表

彰が行われました。これは、標語を通じて税務行政の現状を正しく容易に理

解し、町民の納税意識の高揚を図るために租税教育推進活動の一環として行

われたもので、町内中学生の優秀作品が表彰されました。 

　｢税に関する中学生の標語｣は、岡垣町や国税局が表彰し、中学生の「税に

ついての作文」は全国納付貯蓄組合連合会が表彰しました。受彰した生徒は

次のとおりです。また、岡垣中学校が全国納付貯蓄組合連合会から団体表彰

を受けました。 

みんなで人権意識を育もう！ 
 
人権街頭啓発・岡垣町人権講演会 

税
に
関
す
る
中
学
生
の
標
語 

 

各　　賞 中学校名 学　生 氏　　名 標　　語 

若松税務署長賞 
岡　垣 1　年 辻　　将成 税金で　動くこの国　この時代 

岡垣東 2　年 香田早也佳 税金で　作れる幸せ　ほらそこに 

岡垣町長賞 

岡　垣 1　年 

2　年 

藤本　芽衣 わたしの税　みんなの安心　つくるため 

岡垣東 

1　年 岡垣東 

林　　駿一 この町の　どこかであなたの　税光る 

山本　沙織 安心感　みんなの税で　守りたい 
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各　　賞 中学校名 学　生 氏　　名 タイトル 

 
全国納税貯蓄組合 
連合会優秀賞 

若松納税貯蓄組合 
連合会長賞 

岡　垣 3　年 大深　早紀 支えあい 

若松税務署長賞 岡垣東 3　年 

3　年 

池田　拓己 中学生から見る税金 

 岡　垣 

3　年 岡垣東 

國武敬佳惠 暮らしと税金 

北村　　唯 私達のための税金 

　12月4日から10日までは、人権週間です。 

　人権意識を育むために、12月4日、樋�町長・安部教育長

ら24人が、ハローデイやＪＲ海老津駅にて街頭啓発を行い、 

12月7日には、岡垣サンリーアイで、岡垣町人権講演会を開

催しました。 

　内浦小5・6年生が、人権劇｢コト八日と塞(さえ)の神～や

さしさを語り継いで～｣を発表し、ＮＨＫ週刊こどもニュー

スの池上彰さんの講演は、番組で子ども役との関わりから

見えてきた、教えること・伝えることの難しさなど、こど

もニュースそのままの分かりやすい口調で、会場を沸かせ

ました。 

　岡垣町では、だれもが伸び伸びと、幸せに暮らしていけ

る社会をつくるために、家族や、地域のみんなと人権につ

いて考え、私たち

の住む地域や町を、

すべての人の人権

が守られる町にす

るために、町民一

人ひとりの人権尊

重の意識啓発に努

めています。 柴崎収入役が子どもたちから花や絵を受け取りました 

　11月28日、岡田香さん(戸切白谷区)が福岡県庁で、福岡県環境美化推進功労者県知事表彰を

受けられました。この表彰は、環境美化向上のため長年にわたり実践活動をしている人に贈ら

れます。 

　岡田さんは、高齢にもかかわらず年間300日以上というほぼ毎日４時間程度、自転車で自称

環境美化大臣の白タスキを掛け、愛犬のコ

ロとともに町内をくまなく回って、ビンカ

ン類やポイ捨てゴミを拾い続けています。

その清掃活動の姿は町民からもよく知られ

ていて、その意欲と信念の強さは見習うと

ころが多く、これからも町内でゴミのポイ

捨てがなくなるよう交通事故、健康に注意

してがんばってください。 

駅などで人権啓発のチラシを配布しました 駅などで人権啓発のチラシを配布しました 

内浦小学校の児童は元気よく発表してくれました 内浦小学校の児童は元気よく発表してくれました 池上　彰さん 池上　彰さん 
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ハマボウが色づく汐入川河畔 

　岡垣町老人クラブ寿会連合会から2人の選手が、第16回

全国健康福祉まつり(ねんりんピック)徳島大会に出場しま

した。 

　東松原寿会の岡村藤雄さん(77歳)は、グラウンドゴルフ

の部、西高陽寿会の�貞登壮さん(79歳)は将棋の部で、そ

れぞれ福岡県の予選会で優勝して全国大会へ出場しました。

岡垣町から二人も出場できたことは、とても喜ばしいこと

です。両選手は町長からも激励を受け、精一杯がんばって

きました。 

　ねんりんピックは、60歳以上の高齢者を中心とする、各

種競技およびイベントが24種目行われる祭典です。のべ50

万人を超える参加者数で、正にオリンピックのようです。 

　老人クラブは、健康、友愛、社会奉仕に取り組んでいます。

みなさんも老人クラブに加入して、長寿社会づくりに参加

しませんか？ 

ねんりんピック全国大会に出場 

　希少となったハマボウが汐入川河畔で美しく紅葉しました。県

内でも数か所にしか生育が見られないはまぼうが、夏にやわらか

な黄色い花を咲かせ、町民のみなさんにもハマボウを知ってもら

うようになりました。11月には、葉が黄色から濃い紅色に色づき、

美しい河畔の景観を見せていました。 

 

汐入川はまぼう保存会結成　～多様な生態系を守ろう～ 

　ハマボウは、かつては日本列島の西南地帯には方々に生育して

いたと言われています。河川改修工事などによって絶えてしまい、

今日では県内でも数か所にしか生育が見られない希少となったハ

マボウを守ろうと、11月に保存会(代表：永留ひろみさん)が結成

されました。誰でも自由に加入できますので、気軽に参加してく

ださい。 

岡垣町美化ネットワーク実行委員会事務局(岡垣町環境共生課内) 

岡垣町少年柔道教室 
20周年記念大会と同窓会 

公園通り中区のみかん狩り 
 

　平成16年３月14日(日)に第20回岡垣町少年柔道

大会が行われます。当日はオリンピックの有名選

手を招待しての実技指導と岡垣・岡垣東中学校の

柔道部と同教室卒業生の同窓会も予定しています。

同窓会は会費制となりますので2月末日までに申し

込んでください。 

申し込み・問い合わせ　吉田282-6785宗雪282-

4278岩藤281-1551・622-1870へ 

　公園通り中区では、11月16日に自治会レクレー

ションとして、みかん狩りを行いました。当区は、

みかん園が近くにあるため、毎年みかん狩りを行

っています。 

　この日の参加者は200人以上で、おいしいみか

んを食べたり、ビンゴゲームをしたり、楽しい一

日を過ごすことができ、区民の交流の良い機会に

なりました。 

南山田区芸能祭 

【写真は南山田区西嶋さん、原稿は同じく佐伯さんの提供】 

 

　南山田区民相互の親

睦交流の輪を広げると

ともに、地域の活性化

を目指して誕生した南

山田区芸能祭は、第8回

を迎えました。 

　11月30日の午前10時

から元気いっぱいの子

どもみこしがにぎやか

に区内を一周して盛り

上げ、午後からは憩い

の家乳垂荘で芸能祭を開催しました。 

　幼児から大人までの80人近くが披露した、多種多様な熱演熱唱に、

大勢の来場者が大きな声援をあげました。全員で岡垣音頭を大合唱し

たあと、恒例となったお楽しみ福引き大会を行って幕をとじました。

ご協力いただいたみなさんに感謝申し上げます。 

写真左が�貞さん、右が岡村さん。 
全国大会出場おめでとうごさいます。 

紅葉が美しい汐入川河畔のハマボウ 

【写真と原稿は公園通り中区の木下さんの提供】 
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ハマボウが色づく汐入川河畔 

　岡垣町老人クラブ寿会連合会から2人の選手が、第16回

全国健康福祉まつり(ねんりんピック)徳島大会に出場しま

した。 

　東松原寿会の岡村藤雄さん(77歳)は、グラウンドゴルフ

の部、西高陽寿会の�貞登壮さん(79歳)は将棋の部で、そ

れぞれ福岡県の予選会で優勝して全国大会へ出場しました。

岡垣町から二人も出場できたことは、とても喜ばしいこと

です。両選手は町長からも激励を受け、精一杯がんばって

きました。 

　ねんりんピックは、60歳以上の高齢者を中心とする、各

種競技およびイベントが24種目行われる祭典です。のべ50

万人を超える参加者数で、正にオリンピックのようです。 

　老人クラブは、健康、友愛、社会奉仕に取り組んでいます。

みなさんも老人クラブに加入して、長寿社会づくりに参加

しませんか？ 

ねんりんピック全国大会に出場 

　希少となったハマボウが汐入川河畔で美しく紅葉しました。県

内でも数か所にしか生育が見られないはまぼうが、夏にやわらか

な黄色い花を咲かせ、町民のみなさんにもハマボウを知ってもら

うようになりました。11月には、葉が黄色から濃い紅色に色づき、

美しい河畔の景観を見せていました。 

 

汐入川はまぼう保存会結成　～多様な生態系を守ろう～ 

　ハマボウは、かつては日本列島の西南地帯には方々に生育して

いたと言われています。河川改修工事などによって絶えてしまい、

今日では県内でも数か所にしか生育が見られない希少となったハ

マボウを守ろうと、11月に保存会(代表：永留ひろみさん)が結成

されました。誰でも自由に加入できますので、気軽に参加してく

ださい。 

岡垣町美化ネットワーク実行委員会事務局(岡垣町環境共生課内) 

岡垣町少年柔道教室 
20周年記念大会と同窓会 

公園通り中区のみかん狩り 
 

　平成16年３月14日(日)に第20回岡垣町少年柔道

大会が行われます。当日はオリンピックの有名選

手を招待しての実技指導と岡垣・岡垣東中学校の

柔道部と同教室卒業生の同窓会も予定しています。

同窓会は会費制となりますので2月末日までに申し

込んでください。 

申し込み・問い合わせ　吉田282-6785宗雪282-

4278岩藤281-1551・622-1870へ 

　公園通り中区では、11月16日に自治会レクレー

ションとして、みかん狩りを行いました。当区は、

みかん園が近くにあるため、毎年みかん狩りを行

っています。 

　この日の参加者は200人以上で、おいしいみか

んを食べたり、ビンゴゲームをしたり、楽しい一

日を過ごすことができ、区民の交流の良い機会に

なりました。 

南山田区芸能祭 

【写真は南山田区西嶋さん、原稿は同じく佐伯さんの提供】 

 

　南山田区民相互の親

睦交流の輪を広げると

ともに、地域の活性化

を目指して誕生した南

山田区芸能祭は、第8回

を迎えました。 

　11月30日の午前10時

から元気いっぱいの子

どもみこしがにぎやか

に区内を一周して盛り

上げ、午後からは憩い

の家乳垂荘で芸能祭を開催しました。 

　幼児から大人までの80人近くが披露した、多種多様な熱演熱唱に、

大勢の来場者が大きな声援をあげました。全員で岡垣音頭を大合唱し

たあと、恒例となったお楽しみ福引き大会を行って幕をとじました。

ご協力いただいたみなさんに感謝申し上げます。 

写真左が�貞さん、右が岡村さん。 
全国大会出場おめでとうごさいます。 

紅葉が美しい汐入川河畔のハマボウ 

【写真と原稿は公園通り中区の木下さんの提供】 
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役 　 場  
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は 282-1211
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選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
て
い
な

け
れ
ば
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請

求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
次
の

こ
と
に
該
当
す
る
人
は
、
平
成
16

年
１
月
10
日（
土
）ま
で
に
、
農
業

委
員
会
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

○
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
で
岡

垣
町
に
住
所
を
有
し
、
20
歳
以
上

の
人
（
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
①
10
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
に
耕
作
の
業
務
を

営
む
人
。
②
前
号
の
人
の
同
居
親

族
や
配
偶
者
で
、
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
。
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
選
挙
管
理

委
員
会
�
２
８
２-

１
２
１
１
へ
 

   　
生
後
満
６
か
月
を
過
ぎ
た
子
ど

も
に
、
尿
検
査
を
県
が
公
費
で
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
検
査
を
休

止
し
ま
す
。
理
由
は
、
乳
児
の
神

経
芽
細
胞
腫
の
中
に
は
、
ほ
か
の

が
ん
と
異
な
り
、
が
ん
が
自
然
に

消
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
検
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
減

少
し
て
い
る
か
不
明
な
た
め
で
す
。 

　
平
成
16
年
１
月
31
日(

当
日
の

消
印
有
効)

ま
で
、
今
ま
で
ど
お

り
実
施
し
ま
す
。
同
年
２
月
か
ら

は
、
県
が
検
査
料
を
負
担
す
る
神

経
芽
細
胞
腫
検
査
は
実
施
し
ま
せ

ん
。 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
�
２
０
１-

４
１
６
２

へ
 

      　
12
月
か
ら
電
話
に
よ
る
問
い
合

わ
せ
医
制
度
の
小
児
科
対
応
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
夜
間
小
児
診
療

シ
ス
テ
ム
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
後
の
診

療
で
、
遠
賀
中
間
地
域
の
小
児
科

の
医
療
機
関
が
連
携
し
て
夜
間
の

診
療
を
行
い
ま
す
。
 

「
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
医
」制
度
 

�
2
0
1-

9
9
9
9
 

午
後
6
時
か
ら
午
後
10
時
 

      　
電
話
が
転
送
さ
れ
た
当
番
医
が

状
態
を
聴
き
、
診
療
可
能
な
小
児

科
を
紹
介
し
ま
す
。
小
児
科
医
を

紹
介
す
る
時
間
は
、
午
後
７
時
か

ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
で
す
。
 

支
援
病
院
　
当
番
医
と
連
携
し
、

必
要
な
措
置
な
ど
の
対
応
を
行
い

ま
す
。
 

〇
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
小
児
科
 

〇
九
州
厚
生
年
金
病
院
小
児
科
 

〇
産
業
医
科
大
学
病
院
小
児
科
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
中
間
医
師
会

�
２
０
１-

３
４
６
１
へ
 

      　
約
三
百
点
を
展
示
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
１
月
13
日（
火
）か
ら
20

日（
火
） 

と
こ
ろ
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
 

問
い
合
わ
せ
　
日
本
習
字
教
育
財

団（
木
原
）�
２
８
２-

４
２
２
０（
丸

内
）�
2
8
3-

0
7
0
4
へ
 

       　
日
本
古
来
の
短
歌
を
詠
ん
で
情

操
を
豊
か
に
し
ま
せ
ん
か
。
 

と
　
き
　
第
3
土
曜
日
 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館
 

講
　
師
　
石
丸
　
勇
 

受
講
料
　
五
百
円（
1
か
月
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

�
２
８
２-

７
２
１
２
へ
　
　
 

    と
　
き
　
１
月
９
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
南
一
也
（
ギ
タ
ー
弾
き

語
り
）
 

曲
　
目
　
舞
雪（
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
）

ほ
か
 

※
入
場
無
料
 

 　
入
学
金
は
二
千
二
百
五
十
円
で
、

見
学
も
で
き
ま
す
。
 

○
油
絵
・
水
彩
画
 

と
 
き
　
第
１
・
２
・
３
月
曜
日

午
後
７
時
か
ら
９
時
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
九
百
円（
3
か
月
）
 

○
謡
曲（
観
世
流
）仕
舞
 

と
　
き
　
第
１
・
２
・
３
火
曜
日

午
前
10
時
15
分
か
ら
11
時
45
分
 

と
こ
ろ
　
和
室
 

受
講
料
　
一
万
三
千
五
百
円
（
3

か
月
）
 

維
持
費
　
九
百
円（
3
か
月
）
 

教
材
費
　
約
四
千
円（
初
心
者
謡
本
） 

○
華
道（
池
坊
） 

と
　
き
　
第
１
・
２
・
３
日
曜
日

午
前
10
時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

受
講
料
　
九
千
円（
３
か
月
） 

維
持
費
　
九
百
円（
３
か
月
） 

教
材
費
　
約
八
百
円（
１
回
分
） 
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選
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選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
 

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
休
止

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
休
止
 

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
休
止
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

　子どもたちの寝る時間が遅くなり、睡眠時間も短くなってい

ます。 

小学生なら午後9時前には寝ることが望まれますが、4年生で

10時以降に寝る児童が41.9�もいます。中学3年生では11時以

降が77.6�にも達しています。その理由の多くは、塾通いや受

験勉強のためのようです。 

　自主的に起きる自律起床は、7歳くらいまでにはできる基本

的なことですが、小学4年生で49.8�、中学3年生で59.7�が親

に起こしてもらっています。 

　早寝早起きの習慣をつけて、十分な睡眠をとることは、子ど

もの健やかな成長と生活リズムを確立するためには大切です。

家庭で早寝早起きのルールをつくり、習慣づけるようにしまし

ょう。 

みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子

制
度
が
さ
ら
に
充
実

制
度
が
さ
ら
に
充
実
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合
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医

電
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に
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せ
医
 

制
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さ
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電
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せ
医
 

青
葉
短
歌
会
へ
の
お
誘
い

青
葉
短
歌
会
へ
の
お
誘
い
 

 青
葉
短
歌
会
へ
の
お
誘
い
 

 か
き
ぞ
め
作
品
展

か
き
ぞ
め
作
品
展
 

か
き
ぞ
め
作
品
展
 

相
　
　
　
談 

文
化
講
座
受
講
生
募
集
 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
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▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
門
司
な
る
み
　
様（
吉
木
） 

故
　
門
司
 
 
寿
　
様
　
54
歳
 

○
　
田
中
と
き
わ
　
様（
東
黒
山
） 

故
　
田
中
ハ
ル
ヱ
　
様
　
93
歳
 

○
　
近
藤
　
絹
代
　
様（
戸
切
白
谷
） 

故
　
近
藤
　
伍
治
　
様
　
59
歳
 

○
　
石
田
美
智
子
　
様（
新
海
老
津
） 

故
　
石
田
　
英
二
　
様
　
90
歳
 

○
　
田
中
　
和
子
　
様（
吉
木
） 

故
　
田
中
 
 
豊
　
様
　
75
歳
 

○
　
横
尾
　
幸
子
　
様（
旭
東
） 

故
　
横
尾
　
達
彦
　
様
　
79
歳
 

○
　
�
江
 
 
一
　
様（
南
山
田
） 

故
　
�
江
キ
ヨ
子
　
様
　
68
歳
 

○
　
古
川
　
悦
子
　
様（
上
高
倉
） 

故
　
古
川
　
清
光
　
様
　
83
歳
 

○
　
白
水
　
知
明
　
様（
吉
木
） 

故
　
白
水
ヤ
ス
ノ
　
様
　
94
歳
 

○
 
香
 
 
行
之
　
様（
戸
切
） 

故
　
香
 
 
キ
ク
　
様
　
96
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
　
古
川
　
悦
子
　
様
 

  　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
11
月
受
付
分
ま
で
） 

　年末年始を迎え、大掃除や来客のある時

期になりました。次第に寒くなってきて、

暖房の使用も増えます。次のことに注意し

ながら、火災を起こさないように気をつけ

ましょう。 

 

○コンロの周囲に燃えやすいものを置か

　ないようにする 

○ストーブの上で洗濯物を乾かさない 

○こたつの中で洗濯物を乾かさない 

○大掃除で出たゴミを燃やさない 

○寝タバコをしない 

○家の周囲に燃えやすい 

　ものを置かない（放火に注意） 

○家電製品などのコンセントの周囲のほ

　こりなどを取り除く 

○たこ足配線をなるべくしないように工

　夫する 

安全で安心して生活できる 
地域社会の実現 

年末年始の火災予防 
折尾警察署協議会 

 

早起き 
早　寝 

　折尾警察署では、

12月3日に折尾警

察署協議会を開催

しました。同協議

会は、住民を代表

する委員から構成

され、誰もが安心

して暮らせる安全な社会の実現のため、警察署長が

みなさんの意見や要望を聴き、警察業務に反映する

ための機関です。 

　今年5回目となる会議では、今年１月出された安全

なまちづくり対策・高齢者対策・少年対策・女性対策・

暴力団対策の5項目の意見に対して説明を受けました。 

折尾警察署で力を入れて取り組み、10月末までの結

果で、街頭犯罪(自転車盗、車上ねらいなどの身近な

犯罪)が前年比94.8�で5.2ポイントの減少、全刑法

犯では、同94.4�で5.6ポイント減少しました。少年

の刑法犯、特別法犯を366人検挙するなどの大きな

成果を上げているとのことです。 また、現在、年末

年始に向け、特別警戒を実施中です。 

  ｢安全で安心して生活できる地域社会の実現｣を目指

していますので、住民のみなさんのご支援・ご協力

をお願いいたします。 

 

問い合わせ　折尾警察署協議会事務局�691-0110へ 

文
　
　
　
化 

お
し
ら
せ 

問い合わせ 
社会教育課へ 

問い合わせ　遠賀郡消防本部�293-1231� 
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岡垣 

問
�
２
８
２-

１
５
１
５
 

     　
選
挙
人
名
簿
に
登
録
し
て
い
な

け
れ
ば
、
投
票
や
リ
コ
ー
ル
の
請

求
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
次
の

こ
と
に
該
当
す
る
人
は
、
平
成
16

年
１
月
10
日（
土
）ま
で
に
、
農
業

委
員
会
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

○
平
成
16
年
１
月
１
日
現
在
で
岡

垣
町
に
住
所
を
有
し
、
20
歳
以
上

の
人
（
昭
和
59
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
）
で
、
①
10
ア
ー

ル
以
上
の
農
地
に
耕
作
の
業
務
を

営
む
人
。
②
前
号
の
人
の
同
居
親

族
や
配
偶
者
で
、
お
お
む
ね
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
人
。
 

問
い
合
わ
せ
　
岡
垣
町
選
挙
管
理

委
員
会
�
２
８
２-

１
２
１
１
へ
 

   　
生
後
満
６
か
月
を
過
ぎ
た
子
ど

も
に
、
尿
検
査
を
県
が
公
費
で
実

施
し
て
い
ま
し
た
が
、
検
査
を
休

止
し
ま
す
。
理
由
は
、
乳
児
の
神

経
芽
細
胞
腫
の
中
に
は
、
ほ
か
の

が
ん
と
異
な
り
、
が
ん
が
自
然
に

消
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
、
検
査

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
死
亡
率
が
減

少
し
て
い
る
か
不
明
な
た
め
で
す
。 

　
平
成
16
年
１
月
31
日(

当
日
の

消
印
有
効)

ま
で
、
今
ま
で
ど
お

り
実
施
し
ま
す
。
同
年
２
月
か
ら

は
、
県
が
検
査
料
を
負
担
す
る
神

経
芽
細
胞
腫
検
査
は
実
施
し
ま
せ

ん
。 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所
�
２
０
１-

４
１
６
２

へ
 

      　
12
月
か
ら
電
話
に
よ
る
問
い
合

わ
せ
医
制
度
の
小
児
科
対
応
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
夜
間
小
児
診
療

シ
ス
テ
ム
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
後
の
診

療
で
、
遠
賀
中
間
地
域
の
小
児
科

の
医
療
機
関
が
連
携
し
て
夜
間
の

診
療
を
行
い
ま
す
。
 

「
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
医
」制
度
 

�
2
0
1-

9
9
9
9
 

午
後
6
時
か
ら
午
後
10
時
 

      　
電
話
が
転
送
さ
れ
た
当
番
医
が

状
態
を
聴
き
、
診
療
可
能
な
小
児

科
を
紹
介
し
ま
す
。
小
児
科
医
を

紹
介
す
る
時
間
は
、
午
後
７
時
か

ら
午
後
９
時
30
分
ま
で
で
す
。
 

支
援
病
院
　
当
番
医
と
連
携
し
、

必
要
な
措
置
な
ど
の
対
応
を
行
い

ま
す
。
 

〇
北
九
州
市
立
八
幡
病
院
小
児
科
 

〇
九
州
厚
生
年
金
病
院
小
児
科
 

〇
産
業
医
科
大
学
病
院
小
児
科
 

問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
中
間
医
師
会

�
２
０
１-

３
４
６
１
へ
 

      　
約
三
百
点
を
展
示
し
ま
す
。
 

と
　
き
　
１
月
13
日（
火
）か
ら
20

日（
火
） 

と
こ
ろ
　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
ギ

ャ
ラ
リ
ー
 

問
い
合
わ
せ
　
日
本
習
字
教
育
財

団（
木
原
）�
２
８
２-

４
２
２
０（
丸

内
）�
2
8
3-

0
7
0
4
へ
 

       　
日
本
古
来
の
短
歌
を
詠
ん
で
情

操
を
豊
か
に
し
ま
せ
ん
か
。
 

と
　
き
　
第
3
土
曜
日
 

と
こ
ろ
　
東
部
公
民
館
 

講
　
師
　
石
丸
　
勇
 

受
講
料
　
五
百
円（
1
か
月
） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

�
２
８
２-

７
２
１
２
へ
　
　
 

    と
　
き
　
１
月
９
日（
金
）午
後
６

時
30
分
か
ら
７
時
 

と
こ
ろ
　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
 

出
演
者
　
南
一
也
（
ギ
タ
ー
弾
き

語
り
）
 

曲
　
目
　
舞
雪（
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
）

ほ
か
 

※
入
場
無
料
 

 　
入
学
金
は
二
千
二
百
五
十
円
で
、

見
学
も
で
き
ま
す
。
 

○
油
絵
・
水
彩
画
 

と
 
き
　
第
１
・
２
・
３
月
曜
日

午
後
７
時
か
ら
９
時
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

受
講
料
　
九
千
円（
3
か
月
）
 

維
持
費
　
九
百
円（
3
か
月
）
 

○
謡
曲（
観
世
流
）仕
舞
 

と
　
き
　
第
１
・
２
・
３
火
曜
日

午
前
10
時
15
分
か
ら
11
時
45
分
 

と
こ
ろ
　
和
室
 

受
講
料
　
一
万
三
千
五
百
円
（
3

か
月
）
 

維
持
費
　
九
百
円（
3
か
月
）
 

教
材
費
　
約
四
千
円（
初
心
者
謡
本
） 

○
華
道（
池
坊
） 

と
　
き
　
第
１
・
２
・
３
日
曜
日

午
前
10
時
か
ら
正
午
 

と
こ
ろ
　
創
作
室
 

受
講
料
　
九
千
円（
３
か
月
） 

維
持
費
　
九
百
円（
３
か
月
） 

教
材
費
　
約
八
百
円（
１
回
分
） 

 

岡
垣
町
農
業
委
員
会
委
員

岡
垣
町
農
業
委
員
会
委
員
 

　
　
　
　
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請

選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
 

岡
垣
町
農
業
委
員
会
委
員
 

　
　
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
 

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
休
止

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
休
止
 

神
経
芽
細
胞
腫
検
査
の
休
止
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

　子どもたちの寝る時間が遅くなり、睡眠時間も短くなってい

ます。 

小学生なら午後9時前には寝ることが望まれますが、4年生で

10時以降に寝る児童が41.9�もいます。中学3年生では11時以

降が77.6�にも達しています。その理由の多くは、塾通いや受

験勉強のためのようです。 

　自主的に起きる自律起床は、7歳くらいまでにはできる基本

的なことですが、小学4年生で49.8�、中学3年生で59.7�が親

に起こしてもらっています。 

　早寝早起きの習慣をつけて、十分な睡眠をとることは、子ど

もの健やかな成長と生活リズムを確立するためには大切です。

家庭で早寝早起きのルールをつくり、習慣づけるようにしまし

ょう。 

みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子みんなで育てよう！岡垣っ子

制
度
が
さ
ら
に
充
実

制
度
が
さ
ら
に
充
実
 

電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
医

電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
医
 

制
度
が
さ
ら
に
充
実
 

電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
医
 

青
葉
短
歌
会
へ
の
お
誘
い

青
葉
短
歌
会
へ
の
お
誘
い
 

 青
葉
短
歌
会
へ
の
お
誘
い
 

 か
き
ぞ
め
作
品
展

か
き
ぞ
め
作
品
展
 

か
き
ぞ
め
作
品
展
 

相
　
　
　
談 

文
化
講
座
受
講
生
募
集
 

愛
の
心
づ
か
い 

愛
の
心
づ
か
い 

▽
社
会
福
祉
協
議
会
へ 

○
　
門
司
な
る
み
　
様（
吉
木
） 

故
　
門
司
 
 
寿
　
様
　
54
歳
 

○
　
田
中
と
き
わ
　
様（
東
黒
山
） 

故
　
田
中
ハ
ル
ヱ
　
様
　
93
歳
 

○
　
近
藤
　
絹
代
　
様（
戸
切
白
谷
） 

故
　
近
藤
　
伍
治
　
様
　
59
歳
 

○
　
石
田
美
智
子
　
様（
新
海
老
津
） 

故
　
石
田
　
英
二
　
様
　
90
歳
 

○
　
田
中
　
和
子
　
様（
吉
木
） 

故
　
田
中
 
 
豊
　
様
　
75
歳
 

○
　
横
尾
　
幸
子
　
様（
旭
東
） 

故
　
横
尾
　
達
彦
　
様
　
79
歳
 

○
　
�
江
 
 
一
　
様（
南
山
田
） 

故
　
�
江
キ
ヨ
子
　
様
　
68
歳
 

○
　
古
川
　
悦
子
　
様（
上
高
倉
） 

故
　
古
川
　
清
光
　
様
　
83
歳
 

○
　
白
水
　
知
明
　
様（
吉
木
） 

故
　
白
水
ヤ
ス
ノ
　
様
　
94
歳
 

○
 
香
 
 
行
之
　
様（
戸
切
） 

故
　
香
 
 
キ
ク
　
様
　
96
歳
 

 ▽
老
人
ク
ラ
ブ
へ
 

○
　
古
川
　
悦
子
　
様
 

  　
次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と 

し
て
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と 

も
に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か 

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
11
月
受
付
分
ま
で
） 

　年末年始を迎え、大掃除や来客のある時

期になりました。次第に寒くなってきて、

暖房の使用も増えます。次のことに注意し

ながら、火災を起こさないように気をつけ

ましょう。 

 

○コンロの周囲に燃えやすいものを置か

　ないようにする 

○ストーブの上で洗濯物を乾かさない 

○こたつの中で洗濯物を乾かさない 

○大掃除で出たゴミを燃やさない 

○寝タバコをしない 

○家の周囲に燃えやすい 

　ものを置かない（放火に注意） 

○家電製品などのコンセントの周囲のほ

　こりなどを取り除く 

○たこ足配線をなるべくしないように工

　夫する 

安全で安心して生活できる 
地域社会の実現 

年末年始の火災予防 
折尾警察署協議会 

 

早起き 
早　寝 

　折尾警察署では、

12月3日に折尾警

察署協議会を開催

しました。同協議

会は、住民を代表

する委員から構成

され、誰もが安心

して暮らせる安全な社会の実現のため、警察署長が

みなさんの意見や要望を聴き、警察業務に反映する

ための機関です。 

　今年5回目となる会議では、今年１月出された安全

なまちづくり対策・高齢者対策・少年対策・女性対策・

暴力団対策の5項目の意見に対して説明を受けました。 

折尾警察署で力を入れて取り組み、10月末までの結

果で、街頭犯罪(自転車盗、車上ねらいなどの身近な

犯罪)が前年比94.8�で5.2ポイントの減少、全刑法

犯では、同94.4�で5.6ポイント減少しました。少年

の刑法犯、特別法犯を366人検挙するなどの大きな

成果を上げているとのことです。 また、現在、年末

年始に向け、特別警戒を実施中です。 

  ｢安全で安心して生活できる地域社会の実現｣を目指

していますので、住民のみなさんのご支援・ご協力

をお願いいたします。 

 

問い合わせ　折尾警察署協議会事務局�691-0110へ 

文
　
　
　
化 

お
し
ら
せ 

問い合わせ 
社会教育課へ 

問い合わせ　遠賀郡消防本部�293-1231� 
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児童のための３つの制度 
 

第137回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①大根と豚肉のミルクみそ汁 
②洋風芋まんじゅう 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料》 

１　豚肉は2�幅に切る。大根、ニ
　ンジンはいちょう切り、しめじ
　は石付きを取って、手でほぐす。 
２　だし汁に、酒、豚肉、大根、
　ニンジン、しめじを入れて火に
　かけ、材料が柔らかくなったら
　牛乳と小口切りにした大根の葉
　を加え温める。みそを溶き込ん
　でひと煮立ちさせる。 

《②の作り方》 
１　サツマイモは、皮を剥いて輪
　切りにし、水にさらした後、蒸す。 
２　１を潰して、砂糖・生クリー
　ムを入れて火にかけ、なめらか
　なあんを作る。 
３　２をアルミカップに入れる。 
４　Ａを混ぜ３の上にかける。 
５　中～強火で10分程度蒸す。 

○豚もも薄切り肉160�○大根100
�○ニンジン3分の1本○しめじ
100�○だし汁1と2分の1カップ 
○日本酒大1○牛乳2と2分の1カッ
プ○大根の葉50�○みそ50� 

○サツマイモ120�○砂糖12�○
生クリーム25cc○Ａ＝ホットケー
キミックス80�･牛乳100�○アル
ミカップ 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー211��  脂肪10.1� 
タンパク質15.5�  塩1.9� 
カルシウム205�� 

エネルギー110��  脂肪3� 
タンパク質1.9�  塩0.1� 
カルシウム39�� 

お 

の 

耳 

拝
借 

を 

!

保 

健 

師 
ち
ょ
っ
と 

今
、
性
感
染
症
が
増
え
て
い
ま
す
。 

正
し
く
知
っ
て
、
正
し
く
予
防
し
ま
し
ょ
う 

こ
ど
も
未
来
課 

助
産
師
　
吉
松 

成
子 

　
性
行
為
に
よ
っ
て
感
染
す
る
病
気
を
性
感
染
症(

Ｓ
Ｔ
Ｄ)

と
い
い
ま

す
。
以
前
性
病
と
言
わ
れ
て
い
た
梅
毒
・
淋
病
・
軟
性
下
疳
・
リ
ン
パ

肉
芽
腫
に
加
え
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
・
尖
形
コ
ン
ジ

ロ
ー
ム
・
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
・
エ
イ
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

○
増
え
て
い
る
若
者
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ 

　
以
前
は
性
感
染
症
と
い
う
と
一
般
の

若
者
は
あ
ま
り
心
配
な
い
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
は
十
代
か
ら
二
十
代
の
若
者
た
ち
の

間
で
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
初
め
て

の
性
行
為
で
も
関
係
な
く
感
染
は
広
が

っ
て
い
ま
す
。
北
九
州
市
周
辺
で
行
わ

れ
た
性
に
関
す
る
調
査
で
も
性
行
為
は

低
年
齢
化
し
、
複
数
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

持
つ
わ
り
に
、
避
妊
や
Ｓ
Ｔ
Ｄ
に
は
驚

く
程
無
知
な
子
ど
も
た
ち
の
実
態
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｄ
の
感

染
者
も
一
番
多
い
の
は
一
般
の
大
学
生

で
す
。 

○
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
広
が
っ
た
の
？ 

①
今
広
が
っ
て
い
る
ク
ラ
ミ
ジ
ア
な
ど

は
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
病
気

を
自
覚
で
き
ず
、
次
々
に
人
に
感
染
さ

せ
て
い
ま
す
。 

②
性
に
関
す
る
考
え
方
が
安
易
で
Ｓ
Ｔ

Ｄ
へ
の
危
機
感
が
な
い
。
特
に
エ
イ
ズ

に
対
し
て
は
認
識
が
甘
い
。 

③
性
教
育
の
不
足
、
正
し
い
情
報
を
得

て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ

ま
す
。 

○
こ
ん
な
症
状
は
要
注
意
！
で
も
ほ
と

ん
ど
自
覚
症
状
は
出
ま
せ
ん 

①
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア 

男
：
排
尿
時
の
痛
み
、
膿
が
出
る 

女
：
症
状
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
あ
え

て
い
え
ば
お
り
も
の
、
下
腹
部
痛
。
将

来
不
妊
症
、
流
早
産
、
赤
ち
ゃ
ん
に
影

響
が
出
る 

②
性
器
ヘ
ル
ペ
ス 

男
：
性
器
に
米
粒
大
の
水
ぶ
く
れ
、
潰

れ
る
と
い
た
い 

女
：
性
器
に
潰
瘍
や
水
ぶ
く
れ
、
激
し

い
痛
み
、
発
熱
、
再
発
し
や
す
い 

③
尖
形
コ
ン
ジ
ロ
ー
ム 

　
男
女
：
性
器
の
か
ゆ
み
、
カ
リ
フ
ラ

ワ
ー
の
よ
う
な
い
ぼ
が
多
発 

④
エ
イ
ズ
：
感
染
２
〜
４
週
後
に
風
邪

の
よ
う
な
症
状
、
数
年
か
ら
数
十
年
後

に
免
疫
シ
ス
テ
ム
が
破
壊
さ
れ
る
。
感

染
者
は
増
え
続
け
て
い
ま
す 

○
正
し
く
知
っ
て
、
正
し
く
予
防 

　
不
特
定
の
人
と
の
性
行
為
は
大
変
危

険
で
す
。
で
も｢

今
つ
き
あ
っ
て
い
る

人
は
一
人
だ
か
ら｣

と
思
っ
て
い
て
も
、

そ
の
人
の
背
後
に
は
複
数
の
男
女
が
い

ま
す
。
一
人
の
感
染
が
多
く
の
人
を
危

険
に
さ
ら
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。 

　
感
染
予
防
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
の
使
用

を
！
ピ
ル
だ
け
で
は
避
妊
は
で
き
て
も

感
染
予
防
は
で
き
ま
せ
ん
。
コ
ン
ド
ー

ム
の
併
用
で
感
染
予
防
と
望
ま
な
い
妊

娠
も
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
は

女
性
用
の
コ
ン
ド
ー
ム
も
あ
り
ま
す
。

愛
や
信
頼
で
は
Ｓ
Ｔ
Ｄ
は
防
げ
ま
せ
ん
。

愛
し
て
い
る
な
ら
予
防
を
、
自
分
の
夢

が
あ
る
な
ら
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。 

         

○
早
期
発
見
・
早
期
治
療 

　
感
染
し
て
い
る
と
思
っ
た
ら
、
必
ず

パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
治
療
を
受
け
ま

し
ょ
う
。
泌
尿
器
科
・
皮
膚
科
・
内
科
、

女
性
は
婦
人
科
で
治
療
で
き
ま
す
。
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
で
は
無
料
・
匿
名

で
エ
イ
ズ
検
査
を
し
て
い
ま
す
。 

 

パートナーは 
ひとり 

でも性感染症に 
つながっている 

もとの彼 

性感染症に 
感染している 

性感染症に 
感染している 

児童のための３つの制度 
 

知って
 

得する
 

 

申し込み・問い合わせ　こども未来課へ 

　家庭生活の安定と次世代を担う児童たちの健

全な育成、資質の向上を目的とした｢児童手当｣｢児

童扶養手当｣｢特別児童扶養手当｣の3つの制度が

あります。各手当を受給するための資格・条件と、

来年４月からの保育所の入所のお知らせをします。 

 

Ｑ　児童手当って何？ 

Ａ　次世代を担う児童の健全な育成と資質の向

上のため、手当を支給する制度です。 

手当を受けられる人は、国内に住所があって、

義務教育就学前の児童を養育している人です。

ただし、前年所得によって支給されないことも

あります。 

 

Ｑ　児童手当受給中の人は、何か手続きがあるの？ 

Ａ　前年の所得状況や6月1日現在の児童の養育

状況を確認するために、｢現況届｣が必要です。

この届け出がないと、6月以降の手当が受給でき

なくなります。 

 

Ｑ　児童扶養手当って何？ 

Ａ　母子世帯などの生活の安定

を図り、自立を促進する目的で、

父親がいない児童(父親が重度障

害者で、児童が公的年金の加算

対象となっている場合は除く)に

手当を支給する制度です。 

手当を受けられる人は、父母が

婚姻を解消した児童・父が死亡した児童(公的年

金が受けられる場合を除く)・父が重度障害者に

ある児童で、公的年金の加算対象となっていな

い児童などにあてはまる人です。ただし、手当

を受けようとする人、その配偶者・同居扶養義

務者の前年所得によって支給されないこともあ

ります。 

 

Ｑ　児童扶養手当受給中の人は、 

　　何か手続きがあるの？ 

Ａ　前年の所得状況や8月1日現在の児童の養育

状況を確認するために、｢現況届｣が必要です。

この届け出がないと、8月以降の手当が受給でき

なくなります。 

 

 

Ｑ　特別児童扶養手当って何？ 

Ａ　精神や身体に障害のある20歳未満児童の福

祉の増進を図ることを目的に手当を支給する制度

です。 

　手当を受けられる人は、国内

に住所があり、精神や身体に

障害のある児童を監護してい

る父母、または父母に代わっ

てその児童を養育している人に

支給されます。 

　障害の程度は、指定の診断書で判定を行います。

また、対象児童が児童福祉施設(保育所、通園施

設は除く)に入所している場合や、父母、父母に

代わってその児童を養育している人、同居の扶養

義務者の前年所得によっては支給されないことも

あります。 

　 

Ｑ　特別児童扶養手当受給中の人は、 

　　何か手続きがあるの？ 

Ａ　児童扶養手当と同様、前年の所得状況や8月

1日現在の児童の養育状況を確認するために、｢所

得状況届｣が必要です。この届け出がないと、8

月以降の手当が受給できなくなります。 

 

Ｑ　保育所へ来年4月から入所したいときは？ 

Ａ　１月５日(月)から２月６日(金)まで東部保育所・

中部保育所の入所募集をします。 

申込用紙などはこども未来課、各保育所に備え付

けています。 

東部保育所 中部保育所 

定　　員 

対　　象 

開所時間 

100人 60人 

3か月児～5歳児 ７か月児～５歳児 

午前７時 

午後８時 

午前７時 

午後７時 
〜
 

〜
 

中部保育所の子どもたち 
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児童のための３つの制度 
 

第137回 
ヘルシークッキング 

岡垣町食生活改善推進会 
（ヘルスメイトの会） 

①大根と豚肉のミルクみそ汁 
②洋風芋まんじゅう 

《①の材料4人分》 

《①の作り方》 

《②の材料》 

１　豚肉は2�幅に切る。大根、ニ
　ンジンはいちょう切り、しめじ
　は石付きを取って、手でほぐす。 
２　だし汁に、酒、豚肉、大根、
　ニンジン、しめじを入れて火に
　かけ、材料が柔らかくなったら
　牛乳と小口切りにした大根の葉
　を加え温める。みそを溶き込ん
　でひと煮立ちさせる。 

《②の作り方》 
１　サツマイモは、皮を剥いて輪
　切りにし、水にさらした後、蒸す。 
２　１を潰して、砂糖・生クリー
　ムを入れて火にかけ、なめらか
　なあんを作る。 
３　２をアルミカップに入れる。 
４　Ａを混ぜ３の上にかける。 
５　中～強火で10分程度蒸す。 

○豚もも薄切り肉160�○大根100
�○ニンジン3分の1本○しめじ
100�○だし汁1と2分の1カップ 
○日本酒大1○牛乳2と2分の1カッ
プ○大根の葉50�○みそ50� 

○サツマイモ120�○砂糖12�○
生クリーム25cc○Ａ＝ホットケー
キミックス80�･牛乳100�○アル
ミカップ 

一人分の栄養価 

献立① 

献立② 

エネルギー211��  脂肪10.1� 
タンパク質15.5�  塩1.9� 
カルシウム205�� 

エネルギー110��  脂肪3� 
タンパク質1.9�  塩0.1� 
カルシウム39�� 
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健 

師 
ち
ょ
っ
と 

今
、
性
感
染
症
が
増
え
て
い
ま
す
。 

正
し
く
知
っ
て
、
正
し
く
予
防
し
ま
し
ょ
う 

こ
ど
も
未
来
課 

助
産
師
　
吉
松 

成
子 

　
性
行
為
に
よ
っ
て
感
染
す
る
病
気
を
性
感
染
症(

Ｓ
Ｔ
Ｄ)

と
い
い
ま

す
。
以
前
性
病
と
言
わ
れ
て
い
た
梅
毒
・
淋
病
・
軟
性
下
疳
・
リ
ン
パ

肉
芽
腫
に
加
え
、
性
器
ク
ラ
ミ
ジ
ア
・
性
器
ヘ
ル
ペ
ス
・
尖
形
コ
ン
ジ

ロ
ー
ム
・
ト
リ
コ
モ
ナ
ス
症
・
エ
イ
ズ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

○
増
え
て
い
る
若
者
の
Ｓ
Ｔ
Ｄ 

　
以
前
は
性
感
染
症
と
い
う
と
一
般
の

若
者
は
あ
ま
り
心
配
な
い
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

今
は
十
代
か
ら
二
十
代
の
若
者
た
ち
の

間
で
、
い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
初
め
て

の
性
行
為
で
も
関
係
な
く
感
染
は
広
が

っ
て
い
ま
す
。
北
九
州
市
周
辺
で
行
わ

れ
た
性
に
関
す
る
調
査
で
も
性
行
為
は

低
年
齢
化
し
、
複
数
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を

持
つ
わ
り
に
、
避
妊
や
Ｓ
Ｔ
Ｄ
に
は
驚

く
程
無
知
な
子
ど
も
た
ち
の
実
態
が
浮

か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｔ
Ｄ
の
感

染
者
も
一
番
多
い
の
は
一
般
の
大
学
生

で
す
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○
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
広
が
っ
た
の
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①
今
広
が
っ
て
い
る
ク
ラ
ミ
ジ
ア
な
ど

は
、
症
状
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
病
気

を
自
覚
で
き
ず
、
次
々
に
人
に
感
染
さ

せ
て
い
ま
す
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②
性
に
関
す
る
考
え
方
が
安
易
で
Ｓ
Ｔ

Ｄ
へ
の
危
機
感
が
な
い
。
特
に
エ
イ
ズ

に
対
し
て
は
認
識
が
甘
い
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③
性
教
育
の
不
足
、
正
し
い
情
報
を
得

て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
原
因
と
思
わ
れ

ま
す
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○
こ
ん
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症
状
は
要
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意
！
で
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ほ
と

ん
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覚
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出
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せ
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①
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出
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。
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○
正
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、
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不
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の
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と
の
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行
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と
思
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も
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感
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で
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も
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こ
と
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今
は
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用
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も
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す
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で
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Ｄ
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。
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な
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○
早
期
発
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・
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期
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感
染
し
て
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る
と
思
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た
ら
、
必
ず

パ
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ト
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ー
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一
緒
に
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を
受
け
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ょ
う
。
泌
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器
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、
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す
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パートナーは 
ひとり 

でも性感染症に 
つながっている 

もとの彼 

性感染症に 
感染している 

性感染症に 
感染している 

児童のための３つの制度 
 

知って
 

得する
 

 

申し込み・問い合わせ　こども未来課へ 

　家庭生活の安定と次世代を担う児童たちの健

全な育成、資質の向上を目的とした｢児童手当｣｢児

童扶養手当｣｢特別児童扶養手当｣の3つの制度が

あります。各手当を受給するための資格・条件と、

来年４月からの保育所の入所のお知らせをします。 

 

Ｑ　児童手当って何？ 

Ａ　次世代を担う児童の健全な育成と資質の向

上のため、手当を支給する制度です。 

手当を受けられる人は、国内に住所があって、

義務教育就学前の児童を養育している人です。

ただし、前年所得によって支給されないことも

あります。 

 

Ｑ　児童手当受給中の人は、何か手続きがあるの？ 

Ａ　前年の所得状況や6月1日現在の児童の養育

状況を確認するために、｢現況届｣が必要です。

この届け出がないと、6月以降の手当が受給でき

なくなります。 

 

Ｑ　児童扶養手当って何？ 

Ａ　母子世帯などの生活の安定

を図り、自立を促進する目的で、

父親がいない児童(父親が重度障

害者で、児童が公的年金の加算

対象となっている場合は除く)に

手当を支給する制度です。 

手当を受けられる人は、父母が

婚姻を解消した児童・父が死亡した児童(公的年

金が受けられる場合を除く)・父が重度障害者に

ある児童で、公的年金の加算対象となっていな

い児童などにあてはまる人です。ただし、手当

を受けようとする人、その配偶者・同居扶養義

務者の前年所得によって支給されないこともあ

ります。 

 

Ｑ　児童扶養手当受給中の人は、 

　　何か手続きがあるの？ 

Ａ　前年の所得状況や8月1日現在の児童の養育

状況を確認するために、｢現況届｣が必要です。

この届け出がないと、8月以降の手当が受給でき

なくなります。 

 

 

Ｑ　特別児童扶養手当って何？ 

Ａ　精神や身体に障害のある20歳未満児童の福

祉の増進を図ることを目的に手当を支給する制度

です。 

　手当を受けられる人は、国内

に住所があり、精神や身体に

障害のある児童を監護してい

る父母、または父母に代わっ

てその児童を養育している人に

支給されます。 

　障害の程度は、指定の診断書で判定を行います。

また、対象児童が児童福祉施設(保育所、通園施

設は除く)に入所している場合や、父母、父母に

代わってその児童を養育している人、同居の扶養

義務者の前年所得によっては支給されないことも

あります。 

　 

Ｑ　特別児童扶養手当受給中の人は、 

　　何か手続きがあるの？ 

Ａ　児童扶養手当と同様、前年の所得状況や8月

1日現在の児童の養育状況を確認するために、｢所

得状況届｣が必要です。この届け出がないと、8

月以降の手当が受給できなくなります。 

 

Ｑ　保育所へ来年4月から入所したいときは？ 

Ａ　１月５日(月)から２月６日(金)まで東部保育所・

中部保育所の入所募集をします。 

申込用紙などはこども未来課、各保育所に備え付

けています。 

東部保育所 中部保育所 

定　　員 

対　　象 

開所時間 

100人 60人 

3か月児～5歳児 ７か月児～５歳児 

午前７時 

午後８時 

午前７時 

午後７時 
〜
 

〜
 

中部保育所の子どもたち 
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1月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の土日祝日を除く2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

水 

木 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

１
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 
月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

波
津
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、 

茅
原
、
旭
台 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（土） 

４ 
（日） 

１ 
（木） 

２ 
（金） 

５ 
（月） 

６ 
（火） 

７ 
（水） 

８ 
（木） 

９ 
（金） 

10 
（土） 

11 
（日） 

12 
（月） 

13 
（火） 

15 
（木） 

16 
（金） 

17 
（土） 

18 
（日） 

19 
（月） 

20 
（火） 

21 
（水） 

22 
（木） 

23 
（金） 

24 
（土） 

25 
（日） 

26 
（月） 

27 
（火） 

28 
（水） 

29 
（木） 

30 
（金） 

31 
（土） 

祝
・
元
旦《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

弓
道
連
盟
・
新
年
初
射
会（
町
民
弓
道
場
）10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

〜
９
日
　
剣
道
連
盟
・
寒
稽
古（
町
民
武
道
館
）６
‥ 
30
〜
８ 
‥ 
30
、18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

自
由
広
場(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

健
康
相
談･

栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
初
打
ち（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

柔
道
連
盟
・
町
内
紅
白
戦
、鏡
開
き
、稽
古
初
め（
町
民
武
道
館
）16 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
南
一
也（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
初
舞
」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
岡
垣
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

剣
道
連
盟
・
学
年
別
大
会
、親
子
大
会
、納
会（
町
民
武
道
館
）８
‥ 
30
〜
12 
‥ 
30
 

 祝
・
成
人
の
日
 

成
人
式（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）受
付
10 
‥ 
00
〜
式
典
11 
‥ 
00
〜 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
あ
る
ば
と
ろ
す（
フ
ォ
ー
ク
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

第
11
回
い
ち
ご
畑
の
大
音
楽
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

遠
賀
郡
各
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会（
遠
賀
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
８ 
‥ 
20
〜
14 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

第
8
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
い
こ
い
の
里
）14 
‥ 
00
 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
節
分
直
前
！
お
に
を
退
治
し
よ
う
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
彩
音
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

弓
道
連
盟
・
新
年
東
西
対
抗
百
射
会（
町
民
弓
道
場
）９
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

2
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

○国民年金保険料………１月分 

○保育料…………………１月分 

○町営住宅家賃…………１月分 

○国民健康保険税………８期分（2月2日） 

○心配ごと相談 

　９日（金）西部公民館 

　16日（金）東部公民館 

　23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　９日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　９日（金）・23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
１月上旬  
……『岡垣美術家連盟作品展』  
１月下旬  
……『年賀状展』 

僕
た
ち
の
　
夢
見
る
未
来
　
税
金
で
　
　
坂
田
　
卓
也
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（水） 

１月の行事予定 １月の行事予定 

公共施設などの休み 

中央・東部・ 
西部公民館 
12/29～1/3

岡垣サンリーアイ 
12/28～1/4

役場12/27～1/4

いこいの里・福祉バス 
12/29～1/5



広報おかがき　平成15年12月25日号 広報おかがき　平成15年12月25日号 ����

1月の納期 大型家庭ごみ収集日程 
収集日の土日祝日を除く2日前までに環境共生課へ電話でお申し込みください 

各種相談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署 �293－1231へ 

第
１
 

水 

水 

木 

木 

水 

木 

第
４
 

第
２
 

第
３
 

三吉、三吉団地、吉木、高塚、 
塚原、西黒山、東黒山、糠塚、 
山田 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

戸切、戸切白谷、戸切百合野、 
上海老津、龍王団地、山田峠 

東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

湯川、波津、原、内浦、手野、 
新松原、元松原、海老津、 
上畑、新海老津 

○有料シールを貼付してください 

○大型ごみは自宅まで取りに行きます 

○出せるごみについてはごみの分け方、 

　出し方をご覧ください 

し尿収集日程表（月2回汲取り） 

人頭制月２回小型
汲取り収集地区　 

従量制月２回大型
汲取り収集地区　

従量制月２回小型
汲取り収集地区　 

Ａ（1回目） 

Ａ（1回目） 

Ｂ（2回目） 

Ｃ（3回目） 

Ｂ（2回目） 

波津、吉木、高塚、戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、山田峠、戸切、西山田、 
新海老津、高倉、上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、原、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

上畑、海老津 その時、診察してもらえる当番医を 
教えてくれます （　　　　　　　　） 

人
頭
制
（
普
通
式
・
無
臭
式
） 

　
従
量
制
（
量
に
よ
る
汲
取
り
式
） 

 

大
　
　
型
　
　
車 

小
　
　
型
　
　
車 

１
月
の
し
尿
収
集
日
程
表
 

日 12345678910111213141516171819202122232425262728293031

吉
木
、
高
塚
、
元
松
原
、
西
黒
山 

戸
切
、
戸
切
白
谷
、
上
海
老
津 

波
津
、
西
黒
山
 

戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
海
老
津
、 

野
間
三（
高
倉
団
地
、
西
鉄
団
地
） 

湯
川
、
原
、
新
松
原
、
三
吉
、
元
松
原 

戸
切
、
戸
切
百
合
野 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り（
人
頭
制
） 

月
２
回
汲
取
り
Ａ
、
月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

内
浦
、
手
野
、
新
松
原 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

吉
木
Ａ（
矢
口
方
面
） 

吉
木
Ｂ（
古
小
路
方
面
） 

吉
木
Ｃ（
正
矢
口
方
面
）、
塚
原 

内
浦
、
手
野
、
西
黒
山 

手
野
、
新
松
原
、
東
黒
山
、
東
山
田
、
海
老
津
、
上
畑 

山
田
、
東
松
原
、
百
合
ケ
丘
、
鍋
田
、
高
陽
、
東
高
陽
、 

南
高
陽
、
西
高
陽
、
上
海
老
津
、
東
海
老
津
、
海
老
津
、 

新
海
老
津 

高
陽
、
東
高
陽
、
戸
切
、
戸
切
百
合
野
、
戸
切
白
谷
、
海
老
津 

手
野
、
新
松
原
、
三
吉
団
地
、
三
吉 

三
吉 

内
浦
、
高
倉
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
海
老
津
、
野
間
四 

三
吉
、
吉
木 

上
高
倉
、
高
塚
、
西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
 

高
倉
、
吉
木 

塚
原 

内
浦
、
海
老
津 

三
吉
、
吉
木 

西
黒
山
、
東
黒
山
、
糠
塚
、
山
田
、
山
田
峠 

月
２
回
汲
取
り(

人
頭
制)

　 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ａ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ 

月
２
回
汲
取
り
Ｂ
、
糠
塚 

月
２
回
汲
取
り
Ｃ 

原
、
内
浦
、
吉
木
、
高
倉
 

三
吉
団
地
、
三
吉
、
高
倉 

波
津
、
吉
木
 

吉
木（
倉
丸
方
面
）、
上
高
倉
、
緑
ヶ
丘
、
海
老
津
、
上
畑
、 

野
間
一
、
野
間
四 

吉
木
、
高
塚
、
高
倉
、
上
高
倉
、
塚
原
、
新
海
老
津
、
野
間
二
、 

野
間
三
、
野
間
四
、
山
田
、
西
山
田
、
東
山
田
、
南
山
田
、 

茅
原
、
旭
台 

町イベントなど　　健診・相談など サンリーアイイベント　　スポーツ大会　　いこいの里ふれあいイベントなど 

3 
（土） 

４ 
（日） 

１ 
（木） 

２ 
（金） 

５ 
（月） 

６ 
（火） 

７ 
（水） 

８ 
（木） 

９ 
（金） 

10 
（土） 

11 
（日） 

12 
（月） 

13 
（火） 

15 
（木） 

16 
（金） 

17 
（土） 

18 
（日） 

19 
（月） 

20 
（火） 

21 
（水） 

22 
（木） 

23 
（金） 

24 
（土） 

25 
（日） 

26 
（月） 

27 
（火） 

28 
（水） 

29 
（木） 

30 
（金） 

31 
（土） 

祝
・
元
旦《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

《
ご
み
の
収
集
は
休
み
で
す
》 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

弓
道
連
盟
・
新
年
初
射
会（
町
民
弓
道
場
）10 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

〜
９
日
　
剣
道
連
盟
・
寒
稽
古（
町
民
武
道
館
）６
‥ 
30
〜
８ 
‥ 
30
、18 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

子
育
て
相
談(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

自
由
広
場(

い
こ
い
の
里)

９
‥ 
30
〜
11 
‥ 
30
 

健
康
相
談･

栄
養
相
談(

い
こ
い
の
里)

10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟
・
初
打
ち（
町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
Ｂ
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
00
 

４
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付 

７
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
15
〜
13 
‥ 
30
受
付 

柔
道
連
盟
・
町
内
紅
白
戦
、鏡
開
き
、稽
古
初
め（
町
民
武
道
館
）16 
‥ 
00
〜
20 
‥ 
00
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
南
一
也（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
初
舞
」（
い
こ
い
の
里
）12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
藤
丘
新
舞
踊（
藤
丘
竜
聖
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟
・
岡
垣
オ
ー
プ
ン
大
会（
ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ
）９
‥ 
00
〜
18 
‥ 
00
 

剣
道
連
盟
・
学
年
別
大
会
、親
子
大
会
、納
会（
町
民
武
道
館
）８
‥ 
30
〜
12 
‥ 
30
 

 祝
・
成
人
の
日
 

成
人
式（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）受
付
10 
‥ 
00
〜
式
典
11 
‥ 
00
〜 

健
康
相
談（
東
部
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト「
あ
る
ば
と
ろ
す（
フ
ォ
ー
ク
）」（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）
18 
‥ 
30
〜
19 
‥ 
00
 

 い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
笠
西
会（
笠
ひ
と
み
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

１
歳
６
か
月
児
健
診（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
20
受
付
 

健
康
相
談（
い
こ
い
の
里
）10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
00
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
翼
流（
翼
し
げ
る
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
も
ち
ゃ
図
書
館（
い
こ
い
の
里
）13 
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
カ
ラ
オ
ケ（
野
間
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

第
11
回
い
ち
ご
畑
の
大
音
楽
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）13 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
新
舞
踊
末
広
会（
吹
雪
さ
く
ら
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

遠
賀
郡
各
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会（
遠
賀
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
８ 
‥ 
20
〜
14 
‥ 
00
 

母
子
健
康
手
帳
交
付（
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
）９
‥ 
00
〜
９
‥ 
20
受
付
 

に
こ
に
こ
ク
ッ
キ
ン
グ「
予
約
制
」（
中
央
公
民
館
）10 
‥ 
00
〜
12 
‥ 
30
 

第
8
回
芦
屋
町
・
水
巻
町
・
岡
垣
町
・
遠
賀
町
合
併
協
議
会（
い
こ
い
の
里
）14 
‥ 
00
 

に
こ
に
こ
育
児
サ
ー
ク
ル「
節
分
直
前
！
お
に
を
退
治
し
よ
う
」（
い
こ
い
の
里
）
10 
‥ 
00
〜
11 
‥ 
30
 

 い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
近
代
大
正
琴（
彩
音
会
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

お
は
な
し
会（
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
）14 
‥ 
30
 

い
こ
い
の
里
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト「
舞
踊
宗
家
西
川
流（
西
川
昌
蔵
）」（
い
こ
い
の
里
）
12 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
00
 

弓
道
連
盟
・
新
年
東
西
対
抗
百
射
会（
町
民
弓
道
場
）９
‥ 
00
〜
16 
‥ 
00
 

２
歳
児
相
談（
い
こ
い
の
里
）初
回
＝
13 
‥ 
10
〜
13 
‥ 
30
受
付
 

2
回
目
以
降
＝
13 
‥ 
00
〜
13 
‥ 
15
受
付
 

○国民年金保険料………１月分 

○保育料…………………１月分 

○町営住宅家賃…………１月分 

○国民健康保険税………８期分（2月2日） 

○心配ごと相談 

　９日（金）西部公民館 

　16日（金）東部公民館 

　23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○法律相談 

　９日（金）いこいの里 

　13：30～16：30 

　※電話予約が必要です 

　�２８３－２９４０へ 
○行政相談 

　９日（金）・23日（金）いこいの里 

　13：30～16：00 

○教育電話相談（教育委員会内） 

　�２８２－４８８４〈毎週月・水・金曜日〉 
 

駅前ぎゃらりー 
１月上旬  
……『岡垣美術家連盟作品展』  
１月下旬  
……『年賀状展』 

僕
た
ち
の
　
夢
見
る
未
来
　
税
金
で
　
　
坂
田
　
卓
也
 

「
中
学
生
の
税
に
関
す
る
標
語
」応
募
作
品
か
ら
 

14 
（水） 

１月の行事予定 １月の行事予定 

公共施設などの休み 

中央・東部・ 
西部公民館 
12/29～1/3

岡垣サンリーアイ 
12/28～1/4

役場12/27～1/4

いこいの里・福祉バス 
12/29～1/5
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新 岡 垣 風 土 記  

『
広
報
お
か
が
き
』は
再
生
紙
1
0
0
％
の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

地
名
の
由
来
　
　

雨
　
　
堤 

編
集
 

後
記
 

　さて、2003年も残すところあとわずか、新年へのカウ
ントダウンといったところですか！年が変わると、気持
ちも一新したようで、晴々した雰囲気になってきます。 
　私の来年の豊富を、この場をお借りして箇条書きにし
てみます。 
【仕事面】○『広報おかがき』を読みやすくする○写真の
撮り方を工夫する○笑顔は絶やさない※真剣な時はまじ
めになりますよ○風邪を引かない○しくじって迷惑をか
けない○やりっぱなし、出しっぱなしにしない 
【生活面】○朝食は毎日取る○家計簿を付ける○禁煙し
たい○夜遊び・飲み会の回数をちょっと減らす 
来年も力いっぱいやっていきます！ 
それではみなさん、良いお年を！　　　　　　　  (竹森)

　年末年始の忙しい時期となりました。すでに忘年会も
何件か消化し、正月休みが待ち遠しい今日このごろです。 
12月30日から１月3日まで風邪で寝込んで始まったこの
一年。仕事の面では、自分の業務が増えて悪戦苦闘しま
したが、広報を始めとしたやりがいのある仕事の中で、
少しは成長できた一年だったと思います。しかし、自分
の力不足を感じることはたくさんあったので、来年はも
っと本を読んで勉強します！ 
　思い返せば大学生だったころ、時間があったのに本を
読むことがあまりありませんでした。その間に本を読む
力が無くなっている気がします。読もうとしても短時間
できつくなったり眠くなったりします。まずは本を読む
ことに慣れることから始めなくては…。　　　     (村上) 

ひ 
動 

と き 
の 

（11月末） 

人口……31,388人（＋72） 

世帯数…11,259世帯（＋33） 

まちの広さ…………48.51km2

　　　そのうち131人は外国人 

女性……　　16,527人（＋44） 

男性……　　14,861人（＋28） 

 
 
出生…16人　　 死亡…19人 
転入…140人　　転出…65人 

町内の交通事故状況（人身） 

救急・火災医療　11月分 

火災の問い合わせ 

事故件数（件） 

10月 
今年 

累計 前年 

累計 

前年同期 

10月 

死亡者数（人） 

重傷者数（人） 

軽傷者数（人） 

出動件数　 57件 
搬送人員　 55件 

出火件数　３件 
り災件数　０世帯 

救

急

 
火

災

 

遠賀郡消防本部 
　0180-999-998

　そのうち44世帯は外国人世帯 

　　　　（　　）は前月との比較 

 

17 19 152147

1 0 22

2 0 139

19 20 199185

特集：第６回合併協議会　 ・・・  2ページ 
まちかどスームアップ　　　　・・・  ６ページ 
読者の私書箱　　　　　　　　・・・  ８ページ 
睦月のもよおし・おしらせ　　・・・  10ページ 
 

児童のための３つの制度　　　・・・  12ページ 
保健師のちょっとお耳を拝借　・・・  13ページ 
１月行事予定　　　　　　　　・・・  14ページ 
新岡垣風土記　　　　　　　　・・・  16ページ 
 
 

　
雨
堤
は
、
大
字
野
間
の
小
字
で
、
県

道
原
・
海
老
津
線
の｢
雨
堤｣

バ
ス
停
付

近
の
、
２
２
４
番
地
か
ら
２
６
４
番
地

の
範
囲
で
あ
る
。
野
間
川
沿
い
に
開
け

た
平
坦
地
で
、
近
年
ま
で
全
域
が
水
田

で
あ
っ
た
。 

　
雨
堤
は
、
ア
マ
ツ
ツ
ミ
と
発
音
し
、

雨
包
、
天
堤
、
天
包
、
天
塘
、
尼
堤
、

阿
間
堤
な
ど
の
字
を
当
て
、
北
海
道
と

沖
縄
を
除
く
全
国
に
分
布
す
る
小
地
名

で
あ
る
が
、
非
常
に
数
が
少
な
い
。
福

岡
県
で
21
か
所
を
確
認
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
異
例
で
各
県
に
10
個
程
度
し
か

現
存
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
語
源

に
つ
い
て
は
、
溜
池
説
と
御
籠
も
り
説

が
あ
る
。 

　
溜
池
説
は
、
灌
漑
用
の
堤
が
あ
る
所

(

雨
堤)

と
解
釈
す
る
考
え
で
あ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
に
は
納
得
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
ア
マ
ツ
ツ
ミ
と
呼
ば
れ
る
溜

池
が
全
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
複
数
の

溜
池
に
ア
マ
ツ
ツ
ミ
と
い
う
地
名
を
付

け
て
も
、
ど
こ
の
誰
に
も
場
所
が
特
定

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
ん
な
愚
か
な

こ
と
を
す
る
は
ず
が
な
い
。
溜
池
に
は
、

既
存
の
地
名
を
冠
し
て
門
田
池
、
ゼ
ゼ

町
溜
池
な
ど
と
呼
称
す
る
の
が
一
般
的

で
あ
る
。
野
間
地
区
で
は
、
寛
文
２
年

(
１
６
６
２)

か
ら
文
化
６
年(

１
８
０
９)

ま
で
に
８
か
所
の
溜
池

を
官
費
で
築
造
し
て
い

る
が
、
全
て
に
既
存
地

名
を
付
け
て
い
る
。 

　
御
籠
も
り
説
は
、
地

名
学
の
権
威
・
池
田
末

則
氏
が｢

日
本
地
名
伝
承

論｣

で
説
く
も
の
で
、
奈

良
県
内
の
17
か
所
を
調

査
し
、
山
間
か
ら
平
坦

部
へ
の
移
行
地
域
に
分

布
す
る
と
し
、｢

雨
期
の

５
月
の
居
籠
り
を
意
味

す
る
。
ア
メ
は
雨
で
、
ツ
ツ
ミ
は
ツ
ツ

シ
ミ
で
梅
雨
期
、
田
植
時
期
の
物
忌
み

と
解
釈
さ
れ
る
。
結
局
、
農
民
が
男
女

別
に
籠
り
屋
に
こ
も
っ
て
禁
欲
生
活
に

入
り
、
雨
期
の
物
斎
み
を
す
る
わ
け
で

あ
る
。
遺
習
は
現
に
室
生
村
内
に
も
存

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
農
民
の
田
の

神
に
対
す
る
敬
虔
な
祈
り
を
こ
め
た
所

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
禁
欲
に
よ
っ

て
雨
慎
み
を
行
っ
た
霖
雨
期
は
婚
姻
ま

で
忌
む
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
…｣

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

　
野
間
の
ア
マ
ツ
ツ
ミ
は
、
御
籠
も
り

説
が
妥
当
と
考
え
る
。
近
隣
に
は
、
６

世
紀
後
半
の
野
間
窯
跡
や
野
間
古
墳
群

が
あ
り
、
古
墳
時
代
に
集
落
が
形
成
さ

れ
て
い
た
と
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
籠
も
り
屋
の
場
所
は
ど
こ

か
、
田
中
整
形
外
科
の
前
で
国
道
敷
と

な
っ
て
い
る
所
。
こ
こ
は
、
野
間
窯
跡

の
工
房
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
可

能
性
は
あ
る
。
ま
た
、
須
賀
神
社
の
下

と
、
町
民
武
道
館
の
下
も
候
補
地
で
あ

る
。
い
づ
れ
も
、
丘
陵
か
ら
平
坦
部
へ

の
移
行
地
域
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

｢

万
葉
集｣

に
、
ア
マ
ツ
ツ
ミ
が
詠
ま
れ

て
い
る
の
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。 

 

雨
障
常
す
る
君
は
ひ
さ
か
た
の 

昨
夜
の
雨
に
懲
り
に
け
む
か
も 

ひ
さ
か
た
の
雨
も
降
ら
ぬ
か
雨
つ
つ
み

君
に
副
ひ
て
こ
の
日
暮
ら
さ
む 

笠
無
み
と
人
に
は
言
ひ
て
雨
障
み 

留
り
し
君
が
姿
し
思
ほ
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みんなで守る子どもたちの安全 みんなで守る子どもたちの安全 みんなで守る子どもたちの安全 
吉木小学校が福岡県学校表彰を受賞 

　福岡県学校健康教育大会で吉木小学校が、平

成15年度福岡県学校表彰の学校安全の部で優秀

賞を受賞しました。 

　これは、吉木小校区「学校・地域防犯ネットワ

ーク」として、地域ぐるみで児童の安全を守る防

犯活動に取り組んだことが評価されたものです。 

　吉木小学校では、防犯避難訓練や防犯教室を

計画的に実施し、子ども緊急通報装置と連動して、

児童の安全を守る取り組みをしています。 

7か所にある子ども緊急通報装置と吉木小の児童 

� ボタンを押すとボタンを押すと 
� 警報が鳴り警報が鳴り、 
　 赤色灯が光ります赤色灯が光ります。 
� 警察がモニターで確認し警察がモニターで確認し 
� 警察官がかけつけます警察官がかけつけます。 

� ボタンを押すと 
� 警報が鳴り、 
　 赤色灯が光ります。 
� 警察がモニターで確認し 
� 警察官がかけつけます。 

ホ
ッ
ト
な
話
題

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

ホ
ッ
ト
な
話
題
 

お
待
ち
し
て
ま
す
。 

こども緊急通報装置こども緊急通報装置


